
口

絵
皿
平
成
七
年
度

｢道
の
日
｣
記
念

道
の
日
ま
つ
り
範

巻
頭
言
囮
I
T
S
と
道
路
交
通
管
理
･
運
用

慶
應
義
塾
大
学
理
ェ

慶
應
義
塾
大
学
理
工
学
部
教
授

川
嶋

弘
尚

/995 S E P Z E鰯鰯E R

特

集
/
平
成
八
年
度
道
路
関
係
重
点
施
策

平
成
八
年
度
重
点
施
策
に
つ
い
て

道
路
局
道
路
総
務
課
企
画
係

3

魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

道
路
局
国
道
課
道
路
整
備
調
整
室

=

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
･
ト
レ
イ
ル
事
業
の
創
設

道
路
局
地
方
道
課
市
町
村
道
室

伍

道
路
に
お
け
る
情
報
化
施
策
の
推
進

道
路
局
道
路
環
境
課
20

第
6
次
特
定
交
通
安
全
施
策
等
整
備
事
業
五
箇
年
計
画
(案
)に
つ
い
て

道
路
局
道
路
環
境
課
斜

安
全
で
安
心
で
き
る
国
土
づ
く
り
の
た
め
の
道
路
整
備
の
推
進

道
路
局
企
画
課
道
路
防
災
対
策
室

約

良
好
な
沿
道
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
総
合
的
施
策
の
推
進

道
路
局
道
路
環
境
課
35

交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
(T
D
M
)に
よ
る
道
路
の
有
効
活
用

道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室

"

平
成
七
年
度

｢道
の
日
｣
中
央
行
事
に
つ
い
て

道
路
局
道
路
総
務
課
鮒

平
成
七
年
度

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
行
事

･
道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

佑
東

北
地
方
建
設
局

"
･
関
東
地
方
建
設
局

粥

･
北
陸
地
方
建
設
局

印
･
中
部
地
方
建
設
局

靴
･
近
畿
地
方
建
設
局

鱒
･
中
国
地
方
建
設
局

郷
･
四
国
地
方
建
設
局

野

･
九
州
地
方
建
設
局

腱
･
北
海
道
開
発
局

田
･
沖
縄
総
合
事
務
局

靴

平
成
七
年

国
土
建
設
の
現
況
(建
設
白
書
)
の
概
要
(そ
の
2
)

道
路
局
道
路
総
務
課
企
画
係
髄

国
道
四
三
号
訴
訟
最
高
裁
判
決
及
び
西
淀
川
訴
訟
(第
二
次
j
第
四
次
)第
一
審
判
決
に
つ
い
て

表紙について【道路の附属物 (並木、 街灯、鯉程標、 道路標識) をデザインしました。

シ
リ
ー
ズ
/
あ
の
道

こ
の
道

三
頭

越

香
川
県
±
木
部
道
路
保
全
課
長

鎌
田

正
昭

蟹

囮
時
･
時
･
時
;

鰓

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係

即

…
本
誌
の
掲
載
文
は
、
執
筆
者
が
個
人
の
責
任
に
お

…
い
て
自
由
に
書
く
建
前
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た

-が
っ
て
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
個
人
の
見
解
で
す
。

-ま
た
肩
書
等
は
原
稿
執
筆
時
お
よ
び
座
談
会
等
実
施

…時
の
も
の
で
す
。



g榊醐圓

m
m
s
と
通
路
交
通
管
理
･運
爛

慶
應
義
塾
大
学
理
工
学
部
教
授

川
嶋

弘
尚

I
T
S

(日三
島
済
の日
刊
｢田尻
8
ネ
リ
添
付
日
の)
の
世
界
会
議
が
、

パ
リ
に
次
い
で
本
年
一
一
月
上
旬
に
横
浜
で
開
催
さ
れ
る
。
世
界
会
議

で
の
議
論
は
、
道
路
ば
か
り
で
な
く
地
上
系
の
交
通
機
関
の
将
来
像
に

影
響
を
与
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

I
T
S
の
目
指
す
目
標
は
明
確
で
あ
る
が
、
各
国
に
お
け
る
従
来
の

道
路
交
通
管
理
と
の
関
係
を
一
言
で
述
べ
る
こ
と
は
難
し
い
。
一
つ
の

原
因
は
、
同
じ
言
葉
、
例
え
ば
道
路
利
用
の
円
滑
化
･
効
率
化
、
安
全

性
の
向
上
、
環
境
に
や
さ
し
い
等
々
の
言
葉
を
使
っ
て
い
て
も
、
そ
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
が
国
に
よ
っ
て
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
I
T

S
が
ど
の
よ
う
な
枠
組
み
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
を
日
、
米
、
欧
に
つ

い
て
論
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
対
的
な
位
置
づ
け
を
行

っ
て
み
る
。

米
国
の
場
合
は
、
自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
一
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
で
は
あ
る
が
、
I
V
H
S
か
ら
名
前
が
I
T
S
に
変
わ
っ
た
よ
う
に
、

地
上
系
の
交
通
機
関
の
連
係
が
最
も
大
き
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
。
I

T
S
を
構
築
す
る
た
め
の
核
と
な
る
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
や
種
々
の
サ

ブ
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
、
情
報
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
宮
レ
ベ
ル
で
の
明
確
な
対
応
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

欧
州
で
は
自
動
運
転
等
の
技
術
開
発
は
民
主
導
の
官
民
共
同
開
発
体

制
を
と
っ
て
い
る
。
I
T
S
関
係
は
、
E
U
の
研
究
開
発
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト

T
E
L
E
M
A
T
I
C
S
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
欧
州
版
の
情
報
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ
構
成
に
対
応
し

た
応
用
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
で
、
地
上
系
の
交
通
と
と
も
に
、
医
療
、

教
育
、
地
域
振
興
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
情
報
化
･
電
子
化
が
テ
ー

マ
に
な

っ
て
い
る
。

日
本
で
は
、
一
九
九
五
年
二
月
二
一
日
に
閣
議
決
定
し
た

"高
度
情

報
通
信
社
会
推
進
に
向
け
た
基
本
方
針
"
が
、
日
本
版
の
情
報
ス
ー
パ
ー

ハ
イ
ウ
ェ
イ
構
想
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
行
政
、
教
育
･
研
究
、

保
健
･
医
療
･
福
祉
、
防
災
等
の
情
報
化
と
共
に
、
道
路
･
交
通
･
車

両
の
情
報
化
に
関
す
る
指
針
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
事
か
ら
判
る
よ
う
に
、
I
T
S
を
単
に
自
動
運
転
シ
ス
テ
ム



を
推
進
し
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
･
シ
ス
テ
ム
や
日
本
に
お
け
る
V
I
C

S
の
よ
う
な
道
路
交
通
情
報
シ
ス
テ
ム
を
普
及
さ
せ
る
た
め
の
枠
組
み

と
し
て
捉
え
る
の
で
は
不
充
分
で
あ
る
。
高
度
情
報
通
信
社
会
、
あ
る

い
は
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
化
を
先
取
り
し
た
一
つ
の
モ
デ
ル
が
I
T
S
で

あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
I
T
S
の
目
指
す
方
向
を
考

え
る
時
に
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
化
の
動
向
を
考
慮
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
を
さ
ら
に
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
化
す
る
動
機
な
り
、
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
･
フ
ォ
ー
ス
は
何
な
の
で
あ
ろ

う
か
。

私
自
身
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

･
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
最
近
の
発
達
に
よ
っ

て
受
け
た
恩
恵
、
生
活
の
変
化
が
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
化
に
よ
っ
て
、

さ
ら
な
る
向
上
が
期
待
で
き
る
と
い
う
暗
黙
の
了
解
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
と
思
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
コ
ス
ト
と
便
益
と
い
う
懸
念
は
あ
ま
り

通
用
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
よ
う
に
今
ま
で
存
在
し

な
か
っ
た
世
界
が
こ
こ
数
年
の
間
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

･
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
世
界
で
実
現
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
、
い
わ
ば
便
益
無
限
大
の
状
態
と

認
識
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

･
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
環
境
で
育

っ
た
人
々
が
、
自
分

の
身
の
回
り
の
シ
ス
テ
ム
を
見
て
、
何
故
便
利
に
な
ら
な
い
の
か
と
思

う
の
は
ご
く
自
然
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
中
の
一
つ
に
道
路
交
通
を
始

め
と
す
る
交
通
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
の
は
各
国
共
通
の
現
象
で
あ
ろ
う
。

逆
に
自
分
が
日
頃
使
っ
て
い
る
道
具
を
活
用
し
て
交
通
シ
ス
テ
ム
を
よ

り
便
利
な
も
の
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
人
が
い
て
も
不
思

議
で
は
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
あ
る
意
味

で
草
の
根
的
な
発
想
が
基
本
に
あ
り
、
こ
れ
が
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
･
フ
ォ
ー

ス
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

道
路
を
含
め
た
様
々
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
･
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
結
び
つ
け
て
よ
り
生
活
を
豊
か
に
し
よ
う
と
い
う
発
想
が
、

道
路
管
理
･
運
用
の
業
務
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
。
な
ぜ
な
ら
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
･
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
ド
ラ
イ
バ
ー
等
の
利
用
者
と
道
路
交
通

管
理
･
運
用
主
体
を
結
び
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、
管
理
･
運
用
主
体
の

内
部
、
及
び
業
務
･
事
務
に
関
係
し
て
い
る
業
者
と
の
間
で
も
利
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
状
態
は
そ
う
遠
く
な
い
将
来
に

出
現
す
る
は
ず
で
あ
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
世
界
中
と
結
ば
れ
て
い
る
だ
け
で
は
実
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
充
分
で
き
な
い
。
正
確
で
効
率
の
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
た
め
に
は
、
双
方
の
了
解
事
項
が
一
致
し
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
業
務
の
手
続
、
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
、
判

断
の
基
準
に
何
ら
か
の
国
際
標
準
が
必
要
な
事
を
意
味
し
て
い
る
。
従
っ

て
C
A
L
S
(o
o
巳
日
8
こ
の
D
B
に
扇
浮
5
口
m
口
乱
せ
撫
8
き
信
望
□
b
o
己

や
E
D
I

(豊
のa
門O
E
O
□
D
慰
甘
言
ス
宮
口
筑
①
)
の
導
入
が
検
討
さ
れ
、

関
連
施
設
、
設
備
製
造
に
関
す
る
品
質
保
証
の
国
際
標
準
I
S
O
9
o

o
o
の
導
入
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

I
T
S
は
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
化
さ
れ
た
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
を
創

生
す
る
だ
け
で
な
く
、
道
路
交
通
管
理
･
運
用
そ
の
も
の
も
イ
ン
テ
リ

ジ

ェ
ン
ト
化
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
に
ど
う
対
応
し
て
い

く
か
が
、
こ
れ
か
ら
の
道
路
交
通
管
理
･
運
用
に
と
っ
て
大
き
な
課
題

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

2 道行セ 95.9



宰
成
八
年
度
重
点
施
策
に
つ
い
て

5
経
済
構
造
の
改
革
に
向
け
厄
24
世
紀
へ
の
基
盤
づ
く
り
5

建
設
省
道
路
局
道
路
総
務
課
企
画
係

は
じ
め
に

副
題
を

｢経
済
構
造
の
改
革
に
向
け
た
21
世
紀
へ
の
基

盤
づ
く
り
｣
と
銘
打
っ
た
平
成
八
年
度
建
設
省
重
点
施
策

が
、
去
る
八
月
七
日
に
発
表
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
平
成

八
年
度
に
お
け
る
建
設
行
政
の
主
要
課
題
と
本
重
点
施
策

の
主
要
な
も
の
に
つ
い
て
、
道
路
関
係
部
分
を
中
心
に
そ

の
概
要
を
紹
介
す
る
。

ー

建
設
行
政
の
主
要
課
題

我
が
国
経
済
に
お
け
る
景
気
の
低
迷
か
ら
の
早
急
な
脱

出
、
安
定
成
長
軌
道
へ
の
回
帰
は
国
民
各
層
の
最
も
差
し

迫
っ
た
要
求
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
我
が
国
の
社
会
･
経
済
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
は
、

人
口
減
少
･
高
齢
社
会
の
急
速
な
到
来
、
地
球
規
模
な
環

境
･
エ
ネ
ル
ギ
ー
制
約
の
深
刻
化
、
産
業
構
造
の
急
激
な

変
化
、
情
報
化
･
国
際
化
の
進
展
な
ど
、
大
き
な
構
造
的

変
化
に
直
面
し
て
い
る
o

こ
の
よ
う
な
状
況
な
下
、
フ
ロ
ー

･
ス
ト
ッ
ク
の
両
面

で
大
き
な
経
済
波
及
効
果
を
有
す
る
住
宅
･
社
会
資
本
の

整
備
に
当
た
っ
て
は
、
経
済
構
造
の
改
革
へ
向
け
て
、
二

一
世
紀
の
生
活
基
盤
･
発
展
基
盤
と
な
る
分
野
、
新
産
業

の
創
出
に
資
す
る
分
野
、
地
域
の
自
発
的
な
整
備
構
想
の

早
期
実
現
に
不
可
欠
な
分
野
な
ど
に
重
点
的
、
機
動
的
に

投
資
を
行
う
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
、

将
来
の
生
活
や
産
業
、
地
域
･
国
土
の
有
様
を
し
っ
か
り

と
見
通
し
た
上
で
、
着
実
か
つ
計
画
的
に
行
う
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

そ
の
際
、
国
民
の
誰
も
が
望
む

｢安
全
･
安
心
｣、
｢魅

力
と
活
力
｣、
｢ゆ
と
り
と
う
る
お
い
｣
に
満
ち
た
真
に
豊

か
な
国
民
生
活
を
実
現
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
生
活

者
の
視
点
に
立
っ
て
環
境
、
景
観
、
福
祉
等
を
重
視
し
、

地
域
の
個
性
や
自
主
性
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
阪
神
･

淡
路
大
震
災
の
貴
重
な
教
訓
を
踏
ま
え
た
防
災
性
の
高
い

住
宅
･
社
会
資
本
の
整
備
を
、
住
ま
い
、
都
市
、
地
域
、

国
土
の
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
つ
つ
強

力
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
住
宅
･
社
会
資
本
整
備
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、

効
率
性
･
公
正
性
を
一
層
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
入
札
･

契
約
制
度
の
改
革
の
定
着
、
大
規
模
公
共
事
業
の
客
観
性
･

透
明
性
の
確
保
、
建
設
･
建
築
コ
ス
ト
の
低
減
、
規
制
緩

和
、
他
省
庁
と
の
施
策
の
総
合
化
な
ど
を
強
力
に
推
進
す

る
必
要
が
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
平
成
八
年
度
に
お
い
て
は
、
以
下
の

五
つ
の
主
要
課
題
を
設
定
し
、
各
種
施
策
を
重
点
的
か
つ

道行セ 95.9 ‐;



図 1 平成 8年度重点施策の基本方針
一経済構造の改革に向けた21世紀への基盤づくり -
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共
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合
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(図

1
参
照
)。

○

経
済
構
造
の
改
革
に
向
け

た
新
た
な
住
宅
･
社
会
資
本

整
備
の
展
開

②

快
適
な
都
市
生
活
の
た
め

の
環
境
整
備
の
推
進

③

魅
力
と
活
力
を
追
求
す
る

新
た
な
地
域
づ
く
り
の
推
進

④

環
境
と
共
生
す
る
住
宅
･

社
会
資
本
整
備
の
推
進

③

安
全
で
安
心
で
き
る
生

活
･
地
域
･
国
土
の
形
成

第
一

経
済
構
造
の
改
革
に
向
け
を
新
左
な
住
宅

･
社
会
資
本
整
備
の
展
開

1

内
需
を
拡
大
す
る
住
宅
･
社
会
資
本
整
備
の
推
進

0

公
共
投
資
の
積
極
的
推
進
(所
管
五
箇
年
計
画
の
策
定
)

0

平
成
七
年
度
で
終
了
す
る
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備

事
業
五
箇
年
計
画
に
つ
い
て
は
、
公
共
投
資
基
本
計
画
に

の
っ
と
っ
て
、
生
活
環
境
の
向
上
、
長
寿
‐
福
祉
社
会
等

へ
の
対
応
と
い
っ
た
生
活
者
重
視
の
視
点
と
そ
の
土
台
と

な
る
安
全
で
安
心
で
き
る
社
会
の
構
築
と
い
っ
た
観
点
か

ら
、
新
五
箇
年
計
画
の
策
定
を
行
い
、
社
会
資
本
整
備
の

計
画
的
か
つ
積
極
的
な
推
進
に
よ
り
、
平
成
三
一年
度
中

に
整
備
目
標
を
達
成
し
、
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会
の

実
現
を
図
る
。

ま
た
、
整
備
目
標
に
関
し
、
公
共
事
業
の
効
果
を
国
民

が
わ
か
り
や
す
く
理
解
で
き
る
指
標
を
提
示
す
る
。

⑭

地
域
経
済
の
活
性
化

0

地
域
の
主
体
的
な
創
意
に
基
づ
く
広
域
的
な
地
域
整
備

構
想
で
、
二
一
世
紀
の
我
が
国
経
済
の
発
展
基
盤
と
な
る

も
の

(
ニ
ュ
ー

･
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

･
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
)
に

つ
い
て
、
そ
の
早
急
な
具
体
化
を
図
る
た
め
、
関
係
省
庁

と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
支
援
体
制
の
整
備
を
行
う
。

0

魅
力
と
活
力
の
あ
る
地
域
の
形
成
等
に
大
き
な
効
果
が

期
待
さ
れ
、
地
域
発
展
の
核
と
な
る
地
域
整
備
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

(地
域
活
力
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
)
の
実
現
を
、
関

係
省
庁
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
強
力
に
支
援
す
る
。
そ
の
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中
で
、
特
に
産
業
等
の
地
域
活
性
化
を
支
援
す
る

｢21
世

紀
活
力
圏
創
造
事
業
｣
を
創
設
す
る
。

0

地
域
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に
必
要
で
あ
っ
て
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
即
効
性
が
期
待
さ
れ
る
公
共
事
業

に
つ
い
て
、
早
期
供
用
の
た
め
の
重
点
投
資
を
図
る
。

0

中
山
間
地
域
に
お
け
る
良
好
な
生
活
環
境
の
整
備
、
地

域
産
業
の
育
成
等
を
図
る
た
め
、
総
合
的
な
整
備
計
画
に

基
づ
き
、
こ
れ
ら
を
支
え
る
生
活
基
盤
、
交
流
･
産
業
基

盤
等
ふ
る
さ
と
活
性
化
基
盤
の
整
備
を
、
計
画
的
か
つ
緊

急
に
実
施
す
る
。

③

規
制
緩
和
を
支
え
る
住
宅
･
社
会
資
本
整
備
の
推
進

0

規
制
緩
和
推
進
計
画
の
一
環
と
し
て
、
貨
物
輸
送
の
効

率
化
、
国
際
物
流
の
円
滑
化
に
対
応
す
る
た
め
、
I
S
O

規
格
の
四
〇
フ
ィ
ー
ト
海
上
コ
ン
テ
ナ
輸
送
に
対
応
し
た

橋
梁
補
強
を
行
う
。

2

高
度
情
報
基
盤
を
形
成
す
る
住
宅
･
社
会
資
本
整
備

の
推
進

の

都
市
、
地
域
、
国
土
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
化
の
推
進

0

都
市
、
地
域
、
国
土
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
化
を
推
進
す

る
た
め
、
電
線
共
同
溝
、
下
水
道
管
渠
、
河
川
空
間
等
の

連
携
に
よ
る
電
線
収
容
空
間
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
の

策
定
及
び
整
備
の
推
進
、
電
線
収
容
空
間
と
し
て
の
下
水

道
管
渠
及
び
公
共
施
設
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル

等
の
民
間
事
業
者
へ
の
提
供
に
係
る
課
題
に
つ
い
て
関
係

省
庁
、
関
係
事
業
者
等
か
ら
な
る
協
議
会
に
お
い
て
検
討

す
る
。

ま
た
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
を
踏
ま
え
た
電
線
類

地
中
化
五
箇
年
計
画

(平
成
七
年
度
策
定
)
に
基
づ
き
、

電
線
共
同
溝

(C
･
C
･
B
O
X
)
整
備
事
業
を
積
極
的

に
推
進
し
、
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
整
備
の
推
進
を
図
る
。

の

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
都
市
の
整
備

o

上
記
協
議
会
の
検
討
と
併
せ
て
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
社

会
の
早
期
実
現
に
向
け
、
モ
デ
ル
都
市
･
地
区
に
お
い
て
、

以
下
の
よ
う
な
電
線
収
容
空
間
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

及
び
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。

･
電
線
共
同
溝

(C
･
C
･
B
O
×
)
等
の
公
丑
完
工間
と

下
水
道
等
公
共
施
設
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
等
の
連
携

に
よ
る
雪
線
収
容
空
間
･
公
共
施
設
管
理
用
光
フ
ァ
イ

バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
i
ク
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ

に
基
づ
く
整
備
に
よ
り
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
形
成
を
強
力
に
推
進
･
支
援
す
る
。

･
電
線
収
容
空
間
･
公
共
施
設
管
理
用
等
光
フ
ァ
イ
バ
ー

ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、
都
市
生
活
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
、
高
度
情
報
セ
ン
タ
ー
と

行
政
機
関
、
交
通
機
関
、
そ
の
他
公
共
公
益
施
設
等
の

情
報
提
供
端
末
、
各
家
庭
、
事
業
所
間
を
結
び
、
タ
ウ

ン
情
報
、
道
路
情
報
、
公
共
施
設
情
報
、
災
害
情
報
等

を
市
民
に
提
供
す
る
。

③

G
ー
S

(地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
)
の
標
準
化
を
通
し

た
空
間
デ
ー
タ
基
盤
整
備
の
推
進

o

情
報
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
空
間
デ
ー
タ
基
盤

(社
会
･

統
計
デ
ー
タ
と
統
合
可
能
な
地
図
デ
ー
タ
)
を
全
国
整
備

し
G
I
S
で
の
活
用
を
図
り
、
所
管
行
政
に
お
け
る
防
災
、

環
境
、
ま
ち
づ
く
り
、
施
設
管
理
等
の
分
野
で
効
率
化
を

推
進
す
る
と
と
も
に
新
た
な
利
用
の
創
出
を
図
る
。

@

国
民
生
活
の
利
便
性
を
高
め
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

o

渋
滞
情
報
等
の
情
報
提
供
等
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
行
う

道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム

(V
I
C
S
)
の
全
国
展

開
に
向
け
、
本
格
サ
ー
ビ
ス
区
間
の
拡
大
を
図
る
。
ま
た
、

料
金
所
で
自
動
的
に
通
行
料
金
の
支
払
が
可
能
な
ノ
ン
ス

ト
ッ
プ
自
動
車
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
の
標
準
仕
様
を
作
成

す
る
と
と
も
に
、
有
料
道
路
で
の
試
験
運
用
を
行
う
。
さ

ら
に
、
路
側
か
ら
の
自
動
車
へ
の
連
続
通
信
に
よ
る
危
険

警
告
、
自
動
運
転
機
能
等
を
持
つ
自
動
運
転
道
路
シ
ス
テ

ム

(A
H
S
)
の
道
路
上
実
験
、
I
T
S
の
研
究
開
発
に

対
応
し
た
テ
ス
ト
コ
ー
ス
の
整
備
等
研
究
開
発
の
積
極
的

な
推
進
を
図
る
。

0
ト
ン
ネ
ル
内
の
ラ
ジ
オ
の
再
放
送
施
設
の
整
備
と
併
せ

て
光
ケ
ー
ブ
ル
等
を
一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、

中
山
間
地
域
を
含
め
た
地
域
に
お
い
て
、
自
動
車
電
話
等

移
動
電
話
の
ト
ン
ネ
ル
内
の
不
感
地
の
解
消
を
支
援
す
る
。

◎

国
民
生
活
の
安
全
性
を
高
め
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

0
災
害
情
報
を
収
集
、
分
析
し
、
初
動
期
体
制
の
確
立
等

に
資
す
る
と
と
も
に
、
国
民
に
防
災
情
報
等
を
提
供
す
る

道
路
災
害
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
等
の
強
化
･
連

携
等
に
よ
る
総
合
的
な
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
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3

新
産
業
の
創
出
に
資
す
る
新
技
術
開
発
の
推
進

○

総
合
的
･
計
画
的
な
技
術
開
発
の
推
進

0
安
全
･
安
心
の
た
め
以
下
の
よ
う
な
技
術
開
発
を
行
う
。

･
大
都
市
地
域
に
お
い
て
致
命
的
な
地
震
災
害
が
発
生
し

な
い
よ
う
、
軟
弱
地
盤
上
の
構
造
物
耐
震
性
能
向
上
等

の
地
震
防
災
技
術
を
開
発
す
る
。

･
セ
ン
サ
ー
制
御
機
器
等
に
よ
る
地
震
応
答
抑
制
技
術
の

活
用
に
よ
る
道
路
橋
耐
震
性
向
上
の
た
め
の
研
究
開
発

及
び
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
材
料
の
活
用
に
よ
る
道
路
橋

等
の
点
検

･
補
修
技
術
の
高
度
化
を
行
う
。

0

省
資
源
･
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
た
め
、
以
下
の
よ
う
な
技

術
開
発
を
行
う
。

･
焼
却
灰
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
、
混
合
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル

技
術
の
開
発
を
推
進
す
る
。

･
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
技
術
の
開
発

道
路
照
明
、
水
位
･
雨
量
テ
レ
メ
ー
タ
等
管
理
施
設
へ

の
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
技
術
の
開
発
を
行
う
。

0

ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
め
ざ
し
、
以
下
に
よ
う
な
技
術
開

発
を
行
う
。

･
自
動
車
の
走
行
を
自
動
化
す
る
自
動
運
転
道
路
シ
ス
テ

ム
(A
H
S
)
等
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム

(I
T
S
)

の
研
究
開
発
を
一
層
推
進
す
る
。
(再
掲
)

･
道
路
地
下
空
間
を
利
用
し
て
物
資
を
運
搬
す
る
新
物
流

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
実
用
化
の
た
め
の
試
験
を
実
施

す
る
。

の

技
術
開
発
推
進
方
策
の
充
実

0

全
国
的
に
展
開
を
図
る
べ
き
独
創
的
で
優
れ
た
建
設
技

術
の
研
究
開
発
の
シ
ー
ズ
に
対
し
、
研
究
開
発
の
支
援
を

行
う
独
創
的
建
設
技
術
開
発
支
援
制
度
を
創
設
す
る
。

4

民
間
に
よ
る
公
共
的
な
投
資
の
誘
発
、
拡
大

0

公
民
連
携
し
て
、
｢道
の
駅
｣、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

(S

A
)

･
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

(P
A
)
等
を
活
用
し
て
、

交
流
･
連
携
の
地
域
拠
点
の
整
備
を
推
進
す
る
。

5

国
際
協
力
･
協
調
の
推
進

の

国
際
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
推
進

0

本
年
九
月
末
に
建
設
省
が
主
催
す
る

｢ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
建
設
事
業
ト
ッ
プ
フ
ォ
ー
ラ
ム
｣
で
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
係
る
国
際
的
協
調
と
協
力
等
の
議
論
を
踏
ま
え
、
複

数
国
に
ま
た
が
る
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
ア
ジ
ア
ハ

イ
ウ
ェ
イ
等
の
国
際
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
と
そ
れ
を
核
と
し

た
地
域
開
発
を
支
援
す
る
。

の

建
設
技
術
の
移
転
及
び
協
力
の
推
進

0

I
T
S
世
界
会
議
に
よ
る
情
報
交
換
等
を
加
え
、
先
進

的
道
路
交
通
に
関
す
る
ア
ジ
ア
会
議
を
開
催
す
る
。

第
二

快
適
な
都
市
生
活
の
定
め
の
環
境
整
備
の

推
進

1

ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
あ
る
美
し
い
都
市
環
境
の
創
造

的

緑
豊
か
な
生
活
環
境
の
形
成

0

緑
の
政
策
大
綱

(平
成
六
年
七
月
)
を
踏
ま
え
、
緑
の

保
全
･
創
出
･
活
用
施
策
の
総
合
的
な
展
開
を
図
る
た
め
、

新
た
に

｢緑
の
推
進
五
箇
年
計
画
｣
を
策
定
し
、
緑
の
量

と
質
の
確
保
･
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
視
野
に
入
れ
た
緑
化

の
推
進
を
行
う
。

②

美
し
い
街
並
み
の
形
成

0

地
域
住
民
の
協
力
を
得
て
策
定
す
る
計
画
に
基
づ
き
、

地
域
の
景
観
と
調
和
し
た
質
の
高
い
道
路
空
間
整
備
を
面

的
に
実
施
す
る

｢く
ら
し
の
み
ち
づ
く
り
事
業
｣
を
推
進

す
る
。

2

快
適
な
交
通
環
境
の
実
現

印

複
数
の
交
通
機
関
の
連
携
に
よ
る
交
通
政
策

(イ
ン

タ
ー
モ
ー
ダ
ル
施
策
)
の
推
進

0

道
路
と
空
港
、
港
湾
、
鉄
道
等
複
数
の
交
通
機
関
相
互

の
効
率
的
な
連
携
を
推
進
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と
協
力

し
つ
つ
、
以
下
の
よ
う
な
施
策
を
講
ず
る
。

･
空
港
･
港
湾
等
へ
の
自
動
車
専
用
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整

備
･
駅
前
広
場
等
の
交
通
結
節
点
の
整
備
、
乗
換
え
の
た
め

の
駐
停
車
場
の
整
備
、
長
距
離
･
垂
直
移
動
の
歩
行
支

援
施
設
の
整
備

･
道
路
･
フ
ェ
リ
ー
間
情
報
提
供
に
よ
る
経
路
選
択
支
援

･
港
湾
施
設
･
鉄
道
貨
物
施
設
と
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
等
が
一
体
と
な
っ
た
複
合
型
交
通
拠
点
の
整
備

･
港
湾
施
設
と
連
携
し
た
I
S
O
規
格
四
〇
フ
ィ
ー
ト
コ

ン
テ
ナ
対
応
道
路
の
整
備
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②

円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保

0

交
通
渋
滞
を
緩
和
し
、
道
路
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
た

め
、
道
路
利
用
の
仕
方
の
工
夫
に
よ
る
総
合
的
な
渋
滞
対

策
と
し
て
適
切
な
需
要
の
誘
導
を
行
う

｢交
通
需
要
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト

(T
D
M
)｣
施
策
に
関
係
機
関
と
連
携
し
て

本
格
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
以
下
の
よ
う
な
施
策
を

講
ず
る
。

･
交
通
混
雑
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会

(T
M
A
)
の
設
立
支

援
及
び
関
連
す
る
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
用
駐
車
場
、

バ
ス
関
連
施
設
の
整
備
等
の
重
点
的
実
施

･
交
通
ゾ
ー
ン
に
よ
る
自
転
車
･
バ
ス
の
優
遇
施
策
、
相

乗
り
車

(H
O
V
)
専
用
レ
ー
ン
の
設
置
な
ど
の
施
策

の
展
開

･
広
域
物
流
拠
点
の
整
備
や
都
市
内
物
流
の
効
率
化
を
図

る
な
ど
、
物
流
シ
ス
テ
ム
の
効
率
化
･
高
度
化
の
推
進

③

歩
行
者
空
間
等
の
整
備

0

歩
行
者
空
間
の
不
足
、
歩
行
者
動
線
の
不
連
続
、
不
必

要
な
上
下
移
動
等
の
課
題
を
抱
え
る
駅
前
地
区
に
お
い
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
、
短
距

離
交
通
シ
ス
テ
ム
等
の
整
備
を
短
距
時
間
で
実
施
す
る

｢駅
前
歩
行
者
快
適
化
作
戦
｣
を
推
進
す
る
。

0

自
転
車
の
利
用
し
や
す
い
安
全
で
快
適
な
街
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
自
転
車
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
自
転
車
等

駐
車
場
の
整
備
誘
導
を
図
る
。

3

ふ
れ
あ
い
、
交
流
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
の
充
実

o

歩
く
み
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
都
市
近
郊
地
域

又
は
日
常
生
活
圏
等
に
お
い
て
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
を

知
り
、
安
全
か
つ
気
軽
に
散
策
等
を
行
え
る
歩
行
者
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

(カ
ン
ト
リ
ー

･
ト
レ
イ
ル
、
タ
ウ
ン
･
ト
レ

イ
ル
)
の
整
備
を
、
公
園
、
河
川
等
と
連
携
し
て
進
め
る
。

4

高
齢
者
･
障
害
者
等
に
や
さ
し
い
生
活
空
間
の
形
成

0

新
た
に
策
定
す
る

｢第
6
次
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整

備
事
業
五
箇
年
計
画
｣
に
お
い
て
、
高
齢
者
等
の
社
会
参

加
を
支
援
す
る
歩
行
空
間
の
面
的
整
備
を
重
要
な
柱
の
一

つ
に
位
置
付
け
、
以
下
の
よ
う
な
施
策
を
講
ず
る
。

･
住
民
参
加
の
地
区
交
通
計
画
に
基
づ
き
公
安
委
員
会
と

連
携
し
、
歩
車
共
存
道
路
と
ゾ
ー
ン
規
制
等
の
組
合
せ

に
よ
り
通
過
交
通
の
無
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ゾ
ー
ン
を
整

備
･
駅
や
福
祉
･
公
共
施
設
等
の
周
辺
を
中
心
に
、
幅
に
広

い
歩
道
、
ス
ム
ー
ス
歩
道
等
に
よ
り
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

さ
れ
た
連
続
性
の
あ
る
歩
道
網
を
整
備

･
運
輸
省
と
連
携
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
付
立
体
横
断
施
設
や

交
通
広
場
等
の
総
合
的
整
備

0
｢駅
前
歩
行
者
快
適
化
作
戦
｣
を
実
施
し
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
歩
行
者
空
間
、
動
く
歩
道
等
の
歩
行
支
援
施
設
の

整
備
を
推
進
す
る
。

o
建
築
敷
地
の
公
開
空
地
を
歩
道
と
一
体
的
な
形
状
を
有

す
る
も
の
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
広
幅
員
の
歩
道
状
空
地

等
が
確
保
さ
れ
た

｢環
境
道
路
｣
の
整
備
を
推
進
す
る
。

第
三

魅
力
と
活
力
を
追
求
す
る
新
左
な
地
域
づ

く
り
の
推
進

ー

地
域
の
連
携
･
交
流
の
推
進

の

｢地
域
連
携
の
軸
｣
づ
く
り
の
推
進

o

複
数
の
都
市
圏
間
の
交
流
･
連
携
等
の
地
域
の
つ
な
が

り

(｢地
域
連
携
の
軸
｣)
の
形
成
の
促
進
等
を
図
る
観
点

か
ら
、
以
下
の
よ
う
な
施
策
に
対
す
る
支
援
を
行
う
。

へ地
域
の
創
意
工
夫
を
い
か
し
た
地
域
の
交
流
･
ふ
れ
あ

い
･
連
携
の
推
進
〉

･
交
流
ふ
れ
あ
い
ト
ン
ネ
ル
･
橋
梁
整
備
事
業
の
重
点
的

な
推
進

･
｢道
の
駅
｣
、
S
A

･
P
A
に
お
け
る
地
域
の
個
性
あ
る

情
報
の
発
信
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進

･
広
域
的
な
歩
行
が
可
能
な
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(カ

ン
ト
リ
ー

･
ト
レ
イ
ル
、
タ
ウ
ン
･
ト
レ
イ
ル
)
の
整

備

(再
掲
)

へ交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
な
ど
根
幹
的
連
携
基
盤
の

整
備
〉

･
地
域
間
の
活
発
な
交
流
を
支
え
る
高
規
格
幹
線
道
路
及

び
地
域
の
発
展
の
核
と
な
る
主
要
な
都
市
を
育
成
し
、

広
域
的
な
社
会
交
流
を
支
え
る
地
域
高
規
格
道
路
の
整

備
･
空
港
･
高
速
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
中
核
都
市
等

を
結
ぶ
ア
ク
セ
ス
道
路
の
重
点
的
な
整
備
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･
新
交
通
軸
を
形
成
す
る
海
峡
横
断
道
路
等
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
関
す
る
関
係
地
方
公
共
団
体
と
一
体
と
な
っ
た

技
術
面
、
経
済
･
社
会
面
の
調
査
の
推
進

②

地
域
経
済
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
重
点
実
施

0
魅
力
と
活
力
あ
る
地
域
の
形
成
等
に
大
き
な
効
果
が
期

待
さ
れ
、
地
域
発
展
の
核
と
な
る
地
域
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト

(地
域
活
力
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
)
の
実
現
を
強
力
に

支
援
す
る
た
め
、
関
係
行
政
機
関
、
都
道
府
県
等
に
よ
り

構
成
さ
れ
る
協
議
会
に
お
い
て
関
連
公
共
施
設
の
整
備
計

画
を
策
定
し
、
道
路
事
業
、
河
川
事
業
、
市
街
地
整
備
事

業
等
の
各
種
事
業
を
機
動
的
･
重
点
的
に
推
進
す
る
。
そ

の
中
で
、
通
産
省
施
策
と
連
携
し
、
市
街
地
や
広
域
的
な

地
域
拠
点
の
活
性
化
を
図
る
｢21
世
紀
活
力
圏
創
造
事
業
｣

を
創
設
す
る
。

0

現
下
の
地
域
経
済
の
深
刻
な
状
況
に
か
ん
が
み
、
地
域

整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に
必
要
で
あ
っ
て
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
即
効
性
が
期
待
さ
れ
る
高
規
格
幹
線
道
路
、

地
域
高
規
格
道
路
等
の
公
共
事
業
に
つ
い
て
、
早
期
供
用

の
た
め
の
重
点
投
資
を
図
る
。

2

産
業
構
造
の
変
化
等
に
対
応
し
た
個
性
豊
か
な
地
域

づ
く
り
の
推
進

0

過
疎
化
、
高
齢
化
の
進
行
、
農
業
等
の
地
域
産
業
の
不

振
等
の
課
題
を
抱
え
る
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
良
好
な

生
活
環
境
の
整
備
、
地
域
産
業
の
育
成
等
を
図
る
た
め
、

総
合
的
な
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
こ
れ
ら
を
支
え
る
生
活

基
盤
、
交
流
･
産
業
基
盤
、
居
住
環
境
等
ふ
る
さ
と
活
性

化
基
盤
の
整
備
を
、
以
下
の
よ
う
な
施
策
を
講
じ
、
計
画

的
か
つ
緊
急
に
実
施
す
る
。

へ中
山
間
地
域
の
連
携
･
交
流
の
推
進
〉

･
地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
、
交
流
ふ
れ
あ
い
ト
ン
ネ
ル
･

橋
梁
整
備
事
業
等
の
推
進

･
農
林
水
産
省
事
業
と
連
携
し
、
｢道
の
駅
｣、
S
A
･
P

A
の
複
合
拠
点
化
と
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る

｢ふ
る
さ
と
交
流
拠
点
事
業
｣
を
創
設

･
カ
ン
ト
リ
ー

･
ト
レ
イ
ル
の
整
備

へ中
山
間
地
域
の
産
業
育
成
の
推
進
〉

･
地
場
産
業
の
振
興
に
資
す
る

｢道
の
駅
｣
等
の
推
進

･
木
の
香
る
道
づ
く
り
事
業
の
推
進

第
四

環
境
と
共
生
す
る
住
宅
･社
会
資
本
整
備

の
推
進

ー

良
好
な
沿
道
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
総
合
的
施
策
の

推
進
ゆ

幹
線
道
路
の
沿
道
環
境
施
策
の
推
進

0

交
通
騒
音
等
が
著
し
い
幹
線
道
路
の
沿
道
に
お
い
て
、

よ
り
良
い
沿
道
環
境
を
創
造
す
る
た
め
、
周
辺
の
ま
ち
づ

く
り
と
一
体
と
な
っ
て
、
以
下
の
施
策
を
総
合
的
に
講
ず

る

｢沿
道
環
境
創
造
事
業

(仮
称
)｣
を
創
設
す
る
。

･
沿
道
用
地
の
買
収
、
こ
れ
と
併
せ
て
行
う
土
地
区
画
整

理
事
業
等
に
よ
り
、
環
境
施
設
帯
･
遮
音
壁
等
を
連
続

的
に
設
置
す
る
。

･
沿
道
利
用
を
促
進
す
る
区
間
に
つ
い
て
は
、
緩
衝
建
築

物
の
建
築
を
促
進
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、

後
背
地
の
環
境
の
改
善
を
図
る
。

･
沿
道
地
域
の
環
境
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
住
居

の
移
転
を
必
要
と
す
る
者
等
に
対
す
る
支
援
を
行
う
。

o

こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
し
、
沿
道
に
相
応
し
い
土
地
利

用
の
実
現
等
を
図
る
と
と
も
に
、
交
通
流
対
策
の
推
進
等

の
た
め
、
総
合
的
な
沿
道
環
境
施
策
を
内
容
と
す
る
法
制

度
の
充
実
を
図
る
。

0
市
街
地
に
お
い
て
、
広
幅
員
の
歩
道
状
空
地
等
が
確
保

さ
れ
た

｢環
境
道
路
｣
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

遮
音
効
果
の
高
い
優
良
な
建
築
物
を
沿
道
に
誘
導
し
、
良

好
な
沿
道
環
境
と
街
並
み
の
整
備
を
図
る
。

②

環
境
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
沿
道
環
境
の
把
握

0

道
路
環
境
の
緊
急
的
な
改
善
が
必
要
な
区
間
に
つ
い
て

騒
音
や
大
気
汚
染
等
の
道
路
環
境
の
実
態
を
把
握
す
る
た

め
、
道
路
管
理
者
が
常
時
観
測
局
を
設
置
し
、
環
境
セ
ン

サ
ス
を
実
施
し
、
地
元
の
意
見
を
踏
ま
え
つ
つ
地
方
公
共

団
体
等
と
協
力
し
て
環
境
の
整
備
を
進
め
る
。

③

交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策
等
に
よ
る
道
路
交
通

負
荷
の
軽
減

0

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
(T
D
M
)
施
策
、
交
通
規
制
等
を
本
格
的
に
実
施
し
、

道
路
交
通
負
荷
の
軽
減
を
促
す
。

0

道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム

(V
I
C
S
)
の
活
用

に
よ
る
経
路
推
奨
シ
ス
テ
ム
の
開
発
の
検
討
等
を
行
う
。
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㈱

環
境
保
全
技
術
高
度
化
の
た
め
の
研
究
開
発
の
推
進

0
道
路
技
術
五
箇
年
計
画
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
新
型
遮

音
壁
、
低
騒
音
舗
装
等
の
環
境
保
全
技
術
に
つ
い
て
環
境

技
術
開
発
三
箇
年
計
画
を
策
定
し
、
早
急
に
研
究
開
発
を

推
進
す
る
。

2

環
境
へ
の
負
荷
、
資
源
の
消
費
の
軽
減

ゆ

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
･
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

0

道
路
、
河
川
、
公
園
等
の
樹
木
の
剪
定
枝
、
落
葉
等
の

堆
肥
化
等
を
行
う
コ
ン
ポ
ス
ト
施
設
の
モ
デ
ル
的
設
置
、

粉
砕
し
た
木
材
チ
ッ
プ
の
舗
装
材
へ
の
利
用
な
ど
、
緑
の

リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
。

o
廃
棄
物
焼
却
灰
の
再
利
用
資
材
を
利
用
す
る
な
ど
、
焼

却
灰
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
。

0

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
を
利
用
し
た
道
路
施
設
へ
の
電
力

の
供
給
や
融
雪
等
を
行
う
シ
ス
テ
ム
の
整
備
等
、
道
路
に

お
け
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
促
進
す
る
。

3

自
然
環
境
と
の
共
生

◎

ビ
オ
ト
ー
プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

o

良
好
な
自
然
が
少
な
い
都
市
部
等
に
お
い
て
、
野
生
生

物
の
生
息
･
生
育
地
を
確
保
し
、
自
然
と
共
生
し
た
生
活

環
境
を
形
成
す
る
た
め
、
公
園
、
道
路
、
河
川
等
の
緑
や

水
辺
等
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
ビ
オ
ト
ー
プ
と
し
て
整

備
し
一
体
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
図
る
。

第
五

安
全
で
安
心
で
き
る
生
活
･
地
域
･
国
土

の
形
成

1

阪
神
･
淡
路
大
震
災
の
被
災
地
域
の
復
興
対
策
の
積

極
的
支
援

o

防
災
性
向
上
の
た
め
の
根
幹
的
な
公
共
施
設
の
整
備
、

公
共
施
設
の
安
全
性
の
確
保
等
の
被
災
地
域
に
お
け
る
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
施
策
を
、
引
き
続
き
積

極
的
に
推
進
す
る
。

2

都
市
生
活
の
安
全
性
の
確
保

ゆ

安
全
･
安
心
市
街
地
の
整
備

o

地
震
災
害
危
険
度
の
高
い
地
域
に
お
い
て
、
｢安
心
ま

ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
を
作
成
し
、
道
路

等
の
各
種
事
業
を
一
体
的
か
つ
集
中
的
に
実
施
す
る
。

②

災
害
時
で
も
安
全
な
根
幹
的
公
共
施
設
等
の
整
備
の

推
進

o

緊
急
輸
送
道
路
、
緊
急
用
河
川
敷
道
路
、
避
難
路
、
消

防
活
動
困
難
地
域
解
消
に
資
す
る
道
路
等
の
整
備
を
計
画

的
か
つ
重
点
的
に
推
進
す
る
。

3

災
害
に
強
い
地
域
･
国
土
づ
く
り

o

大
震
災
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
我
が
国
の

経
済
活
動
、
国
民
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
を
最
小
化
す
る
た

め
、
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
を
持
た
せ
た
高
規
格
幹
線
道
路
、

地
域
高
規
格
道
路
等
の
幹
線
道
路
網
を
整
備
す
る
と
と
も

=
、
新
た
な
交
通
軸
の
形
成
に
向
け
た
調
査
を
推
進
す
る
。

　
　

4

住
宅
･
建
築
物
、
公
共
施
設
の
安
全
性
の
確
保

0
道
路
構
造
物
等
の
点
検
結
果
に
基
づ
き
、
耐
震
性
の
向

上
の
た
め
の
道
路
橋
の
補
強
対
策
を
引
き
続
き
推
進
す
る

と
と
も
に
、
今
回
の
被
災
を
踏
ま
え
た
道
路
橋
に
関
す
る

耐
震
基
準
の
改
訂
を
平
成
八
年
度
内
を
目
途
に
実
施
す
る
。
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5

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
防
災
性
の
向
上
･
防
災
情
報
通
信

シ
ス
テ
ム
の
整
備

の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
防
災
性
の
向
上

0
災
害
に
強
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
共
同
収
容
施
設
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
計
画
を
主
要
都
市
に
お
い
て
策
定
し
、
重
点
的

に
共
同
溝
、
電
線
共
同
溝
等
を
整
備
す
る
。

②

総
合
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
･
シ
ス
テ
ム
の
整
備

o

災
害
時
の
行
政
機
関
等
の
情
報
収
集
･
伝
達
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
防
災
情
報
を
広
く
国
民
に
提
供
す
る
た
め

の
総
合
的
な
防
災
情
報
通
信
基
盤
と
し
て
、
建
設
省
、
都

道
府
県
、
公
団
等
関
係
機
関
、
関
係
省
庁
等
を
結
ぶ
総
合

防
災
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
行
う
。

6

総
合
的
な
交
通
安
全
対
策
の
推
進

o

一
般
道
路
に
お
い
て
緊
急
に
対
処
す
べ
き
交
通
安
全
対

策
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
観
点
を
柱
と
す
る

｢第
6

次
特
定
交
通
安
全
施
策
等
整
備
事
業
五
箇
年
計
画
｣
を
策

定
し
、
交
通
安
全
対
策
を
推
進
す
る
。



･
事
故
多
発
地
点
緊
急
対
策
の
実
施
、
救
急
医
療
体
制
支

援
策
の
推
進
等
の
科
学
的
手
法
に
基
づ
く
事
故
削
減
方

策
の
集
中
的
実
施
な
ど
事
故
削
減
に
向
け
た
総
合
的
ア

プ
ロ
ー
チ
の
推
進

･
安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
空
間

(バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
さ
れ
た
歩
行
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
地
区
交
通
計
画
に

よ
る
良
好
な
く
ら
し
環
境
)
の
創
造
、
利
用
し
や
す
い

公
共
交
通
の
確
保
等
の
高
齢
社
会
に
お
け
る
生
活
環
境

整
備

･
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
道
路
交
通
の
安
全
確
保
、
市
民

の
参
加
に
よ
る
交
通
安
全
事
業
の
実
施
等
の
利
用
者
の

視
点
か
ら
の
安
全
へ
の
取
り
組
み

0
｢高
速
自
動
車
国
道
等
に
お
け
る
交
通
安
全
対
策
に
関

す
る
五
箇
年
間
の
事
業
計
画
｣
を
策
定
し
、
事
故
多
発
地

点
緊
急
対
策
や
ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備
等
に
よ
る
救
急
医
療
体

制
の
支
援
策
等
の
事
故
削
減
に
向
け
た
総
合
的
ア
プ
ロ
ー

チ
、
渋
滞
対
策
や
S
A
･
P
A
の
充
実
等
に
よ
る
安
全
で

快
適
な
交
通
環
境
づ
く
り
、
高
度
情
報
技
術
を
活
用
し
た

交
通
安
全
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
三
つ
の
施
策
に
基
づ

き
、
緊
急
に
対
処
す
べ
き
交
通
安
全
対
策
を
推
進
す
る
。

0

踏
切
道
内
の
歩
道
設
置
に
重
点
を
置
く
と
と
も
に
、
立

体
交
差
化
、
構
造
改
良
を
促
進
す
る
。

住̂
宅
･
社
会
資
本
整
備
の
進
め
方
の
改
革
〉

◎

省
庁
横
断
的
･
総
合
的
な
施
策
の
展
開

0
国
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
、
住
宅
･
社
会
資
本

事
故
削
減
に
向
け
た
総
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
推
進
、
高
齢

化
社
会
に
お
け
る
生
活
環
境
整
備
、
利
用
者
の
観
点
か
ら

の
良
好
な
道
路
交
通
環
境
の
創
造

(特
定
交
安
五
計
)

総
合
的
な
沿
道
環
境
施
策
の
推
進

｢駅
前
歩
行
者
快
適
化
作
戦
｣
の
推
進

適
正
な
交
通
需
要
の
誘
導
を
行
う
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト

(T
D
M
)
施
策
に
よ
る
渋
滞
解
消

交
通
機
関
相
互
の
連
携

(イ
ン
タ
ー
モ
ー
ダ
ル
施
策
)
に

よ
る
快
適
な
交
通
環
境
の
整
備

高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム

(I
T
S
)
の
推
進

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
都
市
の
整
備

｢道
の
駅
｣、
S
A
･
P
A
の
複
合
拠
点
化
と
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
図
る

｢ふ
る
さ
と
交
流
拠
点
事
業
｣
の
創
設

中
山
間
地
域
に
お
け
る
ふ
る
さ
と
活
性
化
基
盤
整
備
の
計

画
的
、
緊
急
的
実
施

市
街
地
や
広
域
的
な
地
域
拠
点
の
活
性
化
を
図
る
｢21
世

紀
活
力
圏
創
造
事
業
｣
の
創
設

地
域
経
済
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
重
点
実
施

の
整
備
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
進
め
て
い
く
た
め
に
、

省
庁
間
相
互
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
以
下
の
よ
う
な
総
合

的
な
施
策
の
展
開
を
推
進
す
る
。

の

規
制
緩
和
の
推
進

o

内
需
の
拡
大
や
輸
入
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
国
民

生
活
の
質
の
向
上
を
目
指
し
、
事
業
機
会
の
拡
大
、
内
外

価
格
差
の
縮
小
等
を
期
す
る
観
点
か
ら
、
｢規
制
緩
和
推

進
計
画
｣
(平
成
七
年
三
月
三
一
日
閣
議
決
定
)
に
基
づ

き
、
所
管
行
政
に
係
る
規
制
緩
和
を
着
実
に
実
施
す
る
と

と
も
に
、
今
後
と
も
、
国
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
技
術
開

発
の
進
展
等
を
踏
ま
え
、
規
制
の
見
直
し
を
適
切
に
行
う
。

ノ0 道イテセ 95.9



魅
力
と
活
力
あ
愚
れ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

建
設
省
道
路
局
国
道
課
道
路
整
備
調
整
室

一

は
じ
め
に

近
年
、
産
業
の
空
洞
化
、
景
気
の
停
滞
等
に
よ
り
、
我

が
国
の
地
域
経
済
の
活
力
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

建
設
省
に
お
い
て
も
、
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
交
流

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
地
域
経
済
を

活
性
化
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
重
点
的
に
支
援
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
平
成
八
年
度
予
算
の
概
算
要
求
に
お
い
て

は
、
地
域
高
規
格
道
路
等
幹
線
道
路
整
備
の
一
層
の
促
進

に
加
え
、
新
た
に
①
地
方
都
市
圏
を
対
象
に
生
活
基
盤
と

産
業
基
盤
の
両
面
か
ら
支
援
す
る

｢21
世
紀
活
力
圏
創
造

事
業
｣、②
中
山
間
地
域
を
対
象
に

｢道
の
駅
｣
等
に
お
け

る
複
合
拠
点
化
と
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る

｢ふ
る

さ
と
交
流
拠
点
事
業
｣、③
こ
れ
ら
を
含
む
地
域
振
興
プ
ロ

｢道の駅｣ 花街道付知 (一般国道256号 ･岐阜県付知町)

｢道の駅｣ あさごく一般国道312号 ･兵庫県朝来町)

写真 1 ｢道の駅｣ における人々の賑わい

道々テセ 95.9 ノメ



ジ
ェ
ク
ト
を
重
点
的
に
支
援
す
る

｢地
域
活
性
化
促
進
道

路
事
業
｣
な
ど
の
事
業
を
創
設
し
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
新
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要

を
紹
介
す
る
o

さ
'
'

“言
語

　　
　　
　

　

　

　

さ
ん,

,、

三

本
施
策
の
背
景

ー

地
方
の
独
自
性
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り

個
性
的
で
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
は
、
地
域
の
歴
史
、

文
化
、
特
産
品
等
の
地
域
資
源
の
活
用
が
不
可
欠
で
あ
り
、

地
域
を
熟
知
し
た
地
元
市
町
村
等
の
創
意
工
夫
に
よ
る
プ

ラ
ン
に
基
づ
き
、
国
や
関
係
機
関
が
各
種
事
業
を
総
合
的
、

複
合
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
新
事
業
で
は
、

市
町
村
等
の
地
域
活
性
化
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
国
等
が
重
点

支
援
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

図 1 人々が集う快適な歩行者空間

2

車
社
会
に
お
け
る
高
度
情
報
化
の
必
要
性

近
年
、
情
報
通
信
技
術
の
進
展
は
目
覚
ま
し
く
、
そ
の

技
術
革
新
が
、
知
的
生
産
活
動
を
始
め
と
し
て
著
し
い
生

産
性
向
上
や
新
産
業
の
創
出
な
ど
経
済
に
新
し
い
活
力
を

も
た
ら
す
ば
か
り
で
な
く
、
時
間
的
･
空
間
的
制
約
を
乗

り
越
え
る
こ
と
を
可
能
と
し
、
地
域
社
会
に
大
き
な
変
革

を
も
た
ら
す
と
予
測
さ
れ
る
。
行
政
に
つ
い
て
は
、
情
報

通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
や
高

度
情
報
化
の
先
導
役
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
交
通
･
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
に
よ
り
、
人
々

の
交
流
の
可
能
性
が
増
大
し
て
お
り
、
人
ロ
の
減
少
や
高

齢
化
の
進
展
が
予
測
さ
れ
、
地
域
相
互
の
依
存
関
係
確
立

が
急
務
と
な
っ
て
い
る
地
方
部
に
お
い
て
は
、
各
地
域
が

個
性
を
発
揮
し
、
地
域
間
の
連
携
･
交
流
を
一
層
強
化
す

る
必
要
が
出
て
き
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
交
通
、
情

図 2 ｢道の駅｣ を活用した地域情報化のイメージ

報

舳.

報

駅

　

　

　
　
　
　

報
通
信
基
盤
の
一
層
の
高
度
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
中
で
、
幹
線
道
路
沿
道
に
立
地
し
、
地
方
情

報
と
道
路
交
通
の
交
流
機
能
を
兼
ね
備
え
た

｢道
の
駅
｣

に
つ
い
て
は
、
情
報
基
盤
を
拡
充
し
て
地
域
個
性
を
発
信

す
る
と
と
も
に
、
駅
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
間
の
交
流
･
連
携
を
増
進

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
機
能
に
着
目
し
た
取
り

組
み
が
各
地
で
試
み
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

新
事
業
に
お
い
て
は
、
拠
点
に
お
け
る
情
報
の
発
信
･

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
支
援
施
策
の
大
き
な
柱
と
し
て
取
り

′2 道行セ 95,9



上
げ
て
い
る
o

三

本
施
策
の
概
要

ー

21
世
紀
活
力
圏
創
造
事
業

産
業
の
空
洞
化
、
景
気
の
停
滞
等
で
経
済
が
低
迷
し
て

い
る
地
域
の
活
力
と
創
造
性
を
高
め
る
た
め
に
、
地
方
都

市
圏
を
対
象
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
自
ら
作
成
す
る
プ

ラ
ン
に
基
づ
い
て
産
業
基
盤
と
生
活
基
盤
を
一
体
的
に
整

備
す
る
た
め
、
道
路
整
備
、
施
設
整
備
等
の
ハ
ー
ド
施
策

と
ソ
フ
ト
施
策
の
両
面
か
ら
国
が
各
種
施
策
を
重
点
的
に

投
入
す
る

｢21
世
紀
活
力
圏
創
造
事
業
｣
を
創
設
す
る
。

事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
、

中
心
市
街
地
と
郊
外
部
の
拠
点
形
成
を
含
め
た
広
域
的
な

視
点
か
ら
、

･
中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
郊
外
部
の
地
域
拠
点
形
成

･
新
産
業
の
育
成
と
既
存
産
業
の
活
性
化

･
生
活
基
盤
と
産
業
基
盤
の
整
備

と
い
っ
た
施
策
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

通
産
省
、
建
設
省
が
各
種
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
計
画
的
･
重

点
的
に
実
施
す
る
。

写真 2 商業施設と道路整備の一体化による地域拠点の
形成事例 (下田ショッピングセンター ･青森県下田町)

2

ふ
る
さ
と
交
流
拠
点
事
業

中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
全
国
に
五
〇
〇
箇
所
以
上
あ

る

｢道
の
駅
｣
(全
国
二
三
三
箇
所
)
や
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

(S
A
)
･
パ
i
キ
ン
グ
エ
リ
ア

(P
A
)
(全
国
二
九
九
箇

所
)
と
、
物
産
館
や
美
術
館
、
博
物
館
及
び
商
業
･
物
流

施
設
と
を
一
体
的
に
整
備
し
複
合
拠
点
化
を
図
る
と
と
も

に
、
道
路
･
地
域
情
報
な
ど
の
発
信
や
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
地
域
拠
点
の
整

備
を
行
う

｢ふ
る
さ
と
交
流
拠
点
事
業
｣
を
創
設
す
る
。

こ
の
事
業
に
お
い
て
は
、
建
設
省
事
業
は
も
と
よ
り
、
農

水
省
と
連
携
し
て
、
総
合
的
な
事
業
実
施
を
図
る
。

○
複
合
拠
点
化

｢道
の
駅
｣、
｢開
か
れ
た
S
A
･
P
A
｣
(表
1
)
の
整

備
と
併
せ
て
、
農
産
物
等
の
直
売
場
、
物
産
館
、
交
流

促
進
施
設
、
博
物
館
、
美
術
館
さ
ら
に
は
道
路
･
河
川
･

公
園
等
の
周
辺
環
境
整
備
を
一
体
的
に
進
め
、
複
合
拠

①地域主体の計画づくり
市町村が主体となり、都道府県、道路管理者等と協力して、 S A ･ P A を中心とした
地区の土地利用、施設配置、一体的な整備等に関する計画 (｢S A ･ P A を活用した
地域拠点整備計画｣) を策定し公表する。
②人の出入りを確保した一体的な整備
計画の策定されたS A ･ P A については、 ｢地域拠点S A ｣ として市町村等が隣接し
て整備する各種地域振興施設との八の出入りを確保した一体的な整備を行う。
③地域の特色を活かしたサービスの提供

し

一
設

策

、

つ

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

中

を

計

っ

を

A

村

行

の
し

A

P

町
を

へ
か

整

設

点

施

鈎

　

　　
　

　

　

･画の ~足 tとS A ･ P Aについては、高速道路等を利用される方々への一層のサー
ビス向上を図るととは=、地域の情報発信のため、地域の特色を活かした休憩施設
(地域情報提供施設、地域物産販売コーナー等) の整備を推進する。
4さまざまな支援措置
e調査費の補助……………市町村が ｢S A ･ P A を活用した地域拠点整備計画｣ を策

定する場合に調査費を補助。
の道路開発資金の融資……計画に位置付けられた第二駐車場、休憩施設については、

道路開発資金による低利融資。
の日本開発銀行等の融資…計画に位置付けられた休憩施設、中核的地域振興施設につ

いては、日本開発銀行、北海道東北開発公庫による低利融資。
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点
化
を
図
る
。

○
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

｢道
の
駅
｣
、
S
A

･
P
A
な
ど
に
お
い
て
、
地
域
に

お
け
る
道
路
情
報
や
、
地
域
農
産
物
、
イ
ベ
ン
ト
、
ふ

れ
あ
い
施
設
等
の

｢ふ
る
さ
と
情
報
｣
を
一
括
し
て
提

供
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
他
の
地

域
の
道
路
情
報
、
｢ふ
る
さ
と
情
報
｣
(表
2
)
な
ど
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
。

な
お
、
整
備
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
要
望



を
踏
ま
え
つ
つ
、｢道
の
駅
｣
の
配
置
計
画
、
機
能
分
担
等

の
考
え
方
を
併
せ
て
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
強
力
に
推

進
す
る
。

ング･トレイル

3

地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業

地
元
の
市
町
村
･
経
済
界
等
が
要
望
す
る
地
域
振
興
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

(21
世
紀
活
力
圏
創
造
事
業
、
新
都
市
開
発

中
核
工
業
団
地
、
空
港
･
港
湾
･
I
C
関
連
、
イ
ベ
ン
ト

関
連
等
)
を
進
め
る
上
で
不
可
欠
な
道
路
事
業
の
う
ち
、

さ
ら
に
進
捗
を
早
め
る
こ
と
で
大
き
な
事
業
効
果
が
期
待

で
き
る
事
業
に
つ
い
て
早
期
完
成
を
図
る

｢地
域
活
性
化

促
進
道
路
事
業
｣
を
創
設
す
る
。

な
お
、
事
業
箇
所
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、

･
地
域
の
魅
力
･
活
力
の
増
進
及
び
地
域
経
済
の
活
性
化

･
重
点
投
資
に
よ
る
早
期
効
果
の
発
揮

等
を
考
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

四

お
わ
り
に

今
年
度
の
新
規
施
策
お
い
て
は
、
地
域
経
済
の
低
迷
等

を
背
景
と
し
て
、
地
域
活
力
を
創
出
す
る
地
域
づ
く
り
に

主
眼
を
置
い
た
新
規
施
策
を
追
加
し
た
。

建
設
省
で
は
、
従
来
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
を
推
進
す

図 3 ふるさと交流拠点事業の施策体系

図 4 地域活性化促進道路事業のイメージ

港湾

港

　　
　

る
た
め
、
高
規
格
幹
線
道
路
、
地
域
高
規
格
道
路
等
の
交

流
基
盤
の
整
備
や
交
流
ふ
れ
あ
い
ト
ン
ネ
ル
･
橋
梁
整
備

事
業
、
ま
た
、
地
域
の
街
づ
く
り
の
テ
ー
マ
に
沿

っ
て
シ

ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
の
整
備
、
電
線
類
の
地
中
化
、
歩
道
の
広

幅
員
化
等
を
推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
は
、
新
旧
施
策
を
連
携
し
一
層
推
進
す
る
と
と
も

9

に
、
道
路
の
機
能
に
対
す
る
社
会
ニ
ー
ズ
の
変
化
等
を
的

セ

確
に
対
応
し
、
地
域
の
魅
力
と
活
力
を
増
進
す
る
道
路
整

漸

!備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

“

提供情報の概要 :全国約 2千市町村の約 4 方件のデータを

収集 ･提供

農産漁村における特産物、 交流 ･体験 (ふるさと会員制

度、 空き家などの譲渡 ･賃貸、 農作業や生活体験、 手作作

話

ど

手

民

な

、

、
光

験
事
観

　

　

　

　

　

表 2 臼、るさと情報｣ の概要

○情報提供主体 :㈱ふるさと情報センター

泌

ふ

生

市

な

一
滌

(
や
朝
設

彰

験
業
ゞ
施

薩

体

作

り

泊

･
農

祭

宿
ト
泉
ン

温
べ

、

　
　
　
　
　

:

る

の
化

土

要

け

ど

文

郷

概

お

な

法

(

の
供

に
家

ど

養

報

　
　
　
　
　
　
　

供
集
産

、
教

ど

各

提

収

農

度

り

な

の

　

　
　
　
　
　
　



ウ
牙
-
キ
ン
グ
の
ト
レ
イ
ル
事
業
の
創
設

建
設
省
道
路
局
地
方
道
課
市
町
村
道
室

一

は
じ
め
に

国
民
の
歩
く
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
歩
く
こ
と
を
通
じ
た
健

康
･
福
祉
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
を
図
る
た
め
、
建
設
省
は
平
成
八
年
度
概
算
要
求
で

｢ウ
オ
ー
キ
ン
グ
･
ト
レ
イ
ル
事
業
｣を
創
設
す
る
方
針
を

固
め
た
。
本
事
業
は
、
地
域
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
、
生

活
、
経
済
活
動
等
に
接
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
の
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
安
全
か
つ
気
軽
に
散
策
等
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
歩
行
者
空
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
本
事
業
の
考
え
方
と
事
業

の
概
要
を
解
説
す
る
。

二

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
需
要
の
高
ま
り

こ
こ
数
年
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
需
要
の
高
ま
り
に
は
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
総
理
府
世
論
調
査
に

(昭
和
五
七
年
の
八
･
一
一
倍
)

基
づ
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
人
ロ
の
推
移
を
見
て
み
る
と
、

平
成

六
年
…
約
五
五
六
、
0
0
0
人

昭
和
六
三
年
…
約
一
、
三
〇
〇
万
人

平
成

三
年
…
約
一
、
九
〇
〇
万
人

(昭
和
六
三
年
の
一
･
四
六
倍
)

平
成

六
年
"
約
二
、
二
〇
〇
万
人

(昭
和
六
三
年
の
一
･
六
九
倍
)

と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
㈹
日
本
歩
け
歩
け
協
会
主
催
･

共
催
･
後
援
の
歩
く
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
回
数
は
、

昭
和
五
五
年
…
年
間
三
二
回

平
成

六
年
…
年
間
一
一
七
回

(昭
和
五
五
年
の
三
･
六
六
倍
)

そ
れ
ら
イ
ベ
ン
ト
参
加
の
人
ロ
は

昭
和
五
七
年
…
約
四
五
、
0
0
0
八

平
成

四
年
…
約
三
六
五
、
0
0
0
人

(昭
和
五
七
年
の
一
二
･
三
六
倍
)

と
な
っ
て
お
り
、
最
近
の
健
康
志
向
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

が
広
く
定
着
し
て
き
た
こ
と
が
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
需
要
の

増
加
の
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
を
踏
ま
え
、
歩
行
者
用
の
道
路
整
備

の
歴
史
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
見
る
と
、
明
治
元
年
に
日

本
で
最
初
の
歩
道

(歩
車
道
区
分
の
道
路
)
が
神
戸
に
設

置
さ
れ
た
の
が
、
歩
行
者
用
道
路
の
始
ま
り
で
あ
る
。
も
っ

と
も
そ
れ
以
前
は
全
て
の
歩
行
者
用
で
あ
っ
た
が
、
人
力

車
や
馬
車
が
多
く
な
っ
た
た
め
に
歩
車
分
離
を
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
て
訳
で
、
明
治
元
年
は
車
中
心
の
道
の
整
備

の
歴
史
の
第
一
歩
と
い
え
る
。
そ
の
後
、

昭
和
四
一
年
…
第
一
次
交
通
安
全
事
業
三
箇
年
計
画

｢清“〒ヤ qR q



の
開
始

道
路
構
造
令
に
歩
行
者
専
用
道
路
、

自
転
車
専
用
道
路
、
自
転
車
歩
行
者

専
用
道
路
の
基
準
が
定
め
ら
れ
る
。

昭
和
四
五
年

昭
和
四
六
年
…第
一
次
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備

事
業
五
箇
年
計
画
の
開
始

以
後
、
第
五
次
計
画
ま
で
策
定
さ
れ
、
現
在

(平
成
五
年

三
月
末
)
の
歩
道
延
長
八
九
、
三
一
九
如
、
歩
行
者
専
用

道
路
延
長
一
、
三
五
○
如
が
整
備
済
み
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
交
通
事
故
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
生
命
、

身
体
の
安
全
を
確
保
す
る
目
的
と
機
能
を
も
っ
て
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
歩
行
環
境
の
下
、
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
を
楽
し
む
人
々
は
、
歩
道
の
な
い
道
路
や
車
道
に

併
設
し
た
歩
道
と
い
っ
た
自
動
車
と
の
共
存
空
間
を
歩
い

て
お
り
、
交
通
事
故
に
注
意
し
た
り
、
騒
音
や
排
気
ガ
ス

に
取
り
巻
か
れ
な
が
ら
歩
い
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

三

施
策
推
進
の
意
義

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
･
ト
レ
イ
ル
事
業
を
創
設
す
る
意
義
は

以
下
の
四
つ
の
観
点
に
整
理
で
き
る
。

ゆ

車
か
ら
人
へ

従
来
の
道
路
整
備
は
大
規
模
自
転
車
道
等
の
一
部
の
事

例
を
除
き
、
自
動
車
交
通
を
念
頭
に
推
進
さ
れ
て
き
た
。

本
施
策
で
は
人
間
を
念
頭
に
置
い
て
道
路
整
備
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
た
。

②

手
段
か
ら
目
的
へ

従
来
は
道
路
を
移
動
の
た
め
の
手
段
と
し
て
考
え
、
よ

り
安
全
に
、
よ
り
早
く
、
よ
り
確
実
に
目
的
地
に
到
達
で

き
る
よ
う
に
整
備
が
図
ら
れ
て
き
た
。
本
施
策
で
は
、
移

動
の
行
程
そ
の
も
の
が
目
的
で
、
行
程
を
楽
し
み
、
行
程

で
健
康
づ
く
り
を
行
う
よ
う
考
え
た
。

③

道
路
単
独
か
ら
各
種
施
設
と
の
連
携
へ

従
来
は
既
存
の
施
設
や
計
画
等
を
前
提
に
し
て
、
道
路

計
画
を
策
定
し
て
き
た
。
本
施
策
で
は
、
計
画
の
段
階
か

ら
公
園
、
河
川
･
砂
防
施
設
、
海
岸
保
全
施
設
、
自
然
歩

道
等
の
道
路
以
外
の
施
設
の
計
画
と
連
携
を
図
り
つ
つ
整

備
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
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◎

行
政
か
ら
市
民
へ

従
来
は
行
政
が
計
画
を
策
定
し
、
行
政
が
事
業
を
実
施

し
て
き
た
。
行
政
は
市
民
に
対
し
行
政
の
方
針
を
説
明
し
、

必
要
が
生
じ
た
場
合
に
修
正
等
を
行
っ
て
き
た
。
本
施
策

で
は
市
民
参
加
の
も
と
に
計
画
策
定
を
行
い
、
計
画
に
従

い
行
政
が
事
業
を
実
施
す
る
。
整
備
後
の
道
路
の
活
用
に

当
た
っ
て
も
市
民
や
各
種
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
、
企
画

立
案
、
運
営
等
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
･
ト
レ
イ
ル
事
業
で
は
、
都
市
の
郊
外

部
に
お
い
て
広
域
的
な
歩
行
が
可
能
と
な
る
カ
ン
ト
リ
ー
･

ト
レ
イ
ル
と
、
市
街
地
部
に
お
い
て
手
軽
な
散
策
が
可
能

と
な
る
タ
ウ
ン
･
ト
レ
イ
ル
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
カ
ン
ト
リ
ー

･
ト
レ
イ
ル
に
お
い
て
は
、
既
存

の
道
路
の
多
く
は
自
動
車
の
通
行
を
念
頭
に
お
い
て
整
備

さ
れ
て
き
て
い
る
た
め
、
既
存
道
路
と
は
別
線
で
計
画
す

る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

タ
ウ
ン
･
ト
レ
イ
ル
に
お
い
て
は
、
既
存
の
市
街
地
内

道
路
を
活
用
す
る
こ
と
と
し
、
歩
行
者
専
用
道
路
と
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
も
の
の
、
歩
行
者
が
安
心
し
て
快
適

に
歩
け
る
よ
う
な
ル
ー
ト
選
定
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

四

施
策
の
内
容

◎

対
象
地
域

豊
か
な
自
然
や
歴
史
、
文
化
に
接
す
る
都
市
郊
外
部
や
、

良
好
な
街
並
み
、
地
域
の
個
性
、
歴
史
、
生
活
、
経
済
活

動
に
接
す
る
市
街
地
部
で
実
施
す
る
。
簡
単
に
だ
れ
で
も

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
で
き
、
全
て
の
歩
行
空
間
が
快
適

で
意
義
深
い
も
の
と
な
れ
る
よ
う
な
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
設
定
す
る
。

②

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画

豊
か
な
景
観
･
環
境
、
歴
史
的
事
物
、
文
化
的
施
設
等

の
見
所
の
あ
る
場
所
を
経
由
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
公

園
、
河
川
･
砂
防
施
設
、
海
岸
保
全
施
設
、
自
然
歩
道
等

の
計
画
と
連
携
を
図
り
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
中
の
歩
行
に

ふ
さ
わ
し
い
空
間
に
積
極
的
に
ア
ク
セ
ス
す
る
よ
う
配
慮

す
る
。
そ
し
て
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
初
心
者
か
ら
上
級
者

ま
で
様
々
な
階
層
の
人
に
合
わ
せ
た
複
数
の
路
線
を
組
み

合
わ
せ
る
。
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③

歩
行
者
専
用
道
路
、
歩
道
、
歩
車
共
存
道
路

等

植
栽
や
色
彩
に
工
夫
し
、
橋
梁
等
の
構
造
物
は
バ
ル
コ
ニ
ー

燭

案
内
標
識

舗
装
は
ゴ
ム
系
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
石
材
、
木
材
、
ク
レ

を
設
置
し
た
り
木
橋
等
に
よ
り
地
域
の
個
性
に
マ
ッ
チ
し

主
要
な
辻
ご
と
に
設
置
し
、
カ
ラ
ー
や
デ
ザ
イ
ン
等
の

イ
等
で
、
見
た
目
に
き
れ
い
で
歩
き
や
す
い
も
の
と
す
る
。

た
も
の
と
す
る
。

統
一
や
系
統
化
を
図
る
と
と
も
に
、
ル
ー
ト
全
体
図
や
方

毒

し

鰯

一帯

ト

…幇

,

セ

ニ

ン

行

･

ウ

道
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向
別
道
案
内
、
周
辺
の
地
勢
、
歴
史
、
文
化
等
の
特
徴
を

紹
介
す
る
。

◎

休
憩
施
設

ベ
ン
チ
や
日
除
け
等
の
簡
単
な
施
設
を
数
百
メ
ー
ト
ル

に
一
箇
所
、
照
明
設
備
や
ル
ー
ト
案
内
、
地
域
の
紹
介
等

の
展
示
を
行
い
、
ト
イ
レ
等
の
設
備
が
整
っ
た
本
格
休
憩

施
設
を
数
キ
ロ
に
一
箇
所
程
度
設
定
す
る
こ
と
を
基
本
と

す
る
。

⑩

駐
車
施
設

駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
他
、
ト
イ
レ
や
休
憩
施
設
、
情
報
提

供
施
設
を
整
備
す
る
。
ま
た
、
案
内
所
や
物
販
施
設
の
併

設
を
す
る

｢道
の
駅
｣
と
し
て
整
備
す
る
ケ
ー
ス
も
考
え

ら
れ
る
。

の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

･
ト
レ
イ
ル
の
活
用
方
策

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
･
ト
レ
イ
ル
は
事
業
完
成
後
の
活
用
方

法
が
最
も
重
要
で
あ
る
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
･
ト
レ
イ
ル
の

ユ
ー
ザ
ー
が
自
ら
提
案
し
、
協
議
し
、
そ
の
維
持
･
管
理

の
一
部
に
も
参
加
す
る
と
い
っ
た
、
歩
く
人
の
参
加
に
よ

る
運
営
体
制
を
つ
く
る
の
が
望
ま
し
い
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

･

ト
レ
イ
ル
の
案
内
人

(ト
レ
イ
ル
マ
ス
タ
ー
)
を
育
成
し
、

案
内
所
に
配
置
し
た
り
、
案
内
冊
子
を
作
成
し
て
休
憩
施

設
等
に
置
く
。
高
齢
者
向
け
の
シ
ル
バ
ー
ガ
イ
ド
や
植
物

に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
説
明
し
て
く
れ
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ

イ
ド
、
地
域
の
歴
史
に
つ
い
て
説
明
す
る
｢道
の
語
り
部
｣

等
、
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
で
き
る
体
制
を
作
る
。

ま
た
、
一
般
人
が
参
加
し
や
す
い
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
定
期

的
に
開
催
す
る
。

五

施
策
の
実
施
効
果

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
･
ト
レ
イ
ル
事
業
の
効
果
と
し
て
、
三

つ
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス
が
考
え
ら
れ
る
。

の

か
ら
だ
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス

歩
く
こ
と
に
よ
り
、
健
康
の
増
進
が
図
ら
れ
る
。

②

心
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス

歩
く
こ
と
に
よ
り
、
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
あ
る
心
と

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
生
ま
れ
る
。

③

地
域
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス

質
の
高
い
歩
行
空
間
を
形
成
し
、
そ
こ
で
人
々
が
集
い

語
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
資
す
る

こ
と
が
で
き
る
o

六

平
成
八
年
度
以
降
の
建
設
省
の
取
り
組
み

=

平
成
八
年
度
事
業
実
施
予
定

全
国
で
約
五
○
箇
所
に
着
手
し
、
八
年
度
事
業
費
約
五

〇
億
円
に
つ
い
て
助
成
を
行
う
と
と
も
に
、
計
画
策
定
の

た
め
の
調
査
費
を
補
助
す
る
べ
く
概
算
要
求
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

②

長
期
目
標

だ
れ
も
が
身
近
に
利
用
で
き
る
歩
行
環
境
を
整
備
す
る

と
い
う
考
え
方
か
ら
、
全
国
で
約
一
、
○
○
○
箇
所
を
完

成
さ
せ
る
こ
と
を
長
期
目
標
と
考
え
て
い
る
。

お
わ
り
に

こ
こ
に
、
記
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

･
ト
レ
イ
ル
事
業
の

内
容
は
固
定
的
な
も
の
で
は
な
い
。
歩
く
人
々
と
の
意
見

交
換
を
続
け
、
様
々
な
意
見
や
要
望
を
取
り
入
れ
て
検
討

を
加
え
、
新
た
な
形
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
･
ト
レ
イ
ル
が
誕

生
し
て
も
構
わ
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
心
身
及
び

地
域
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
る
よ
う
な
道
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
読
者
諸
氏
の
ご

支
援
、
ご
協
力
、
ご
指
導
を
賜
り
た
く
お
願
い
す
る
次
第

で
あ
る
。
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道
路
に
お
け
る
情
報
化
施
策
の
推
進

建
設
省
道
路
局
道
路
環
境
課

一

高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム

(-
T
S
)
の

整
備
推
進

1

施
策
の
概
要

高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム

(I
T
S
)
は
、
最
先
端
の

情
報
通
信
技
術
を
用
い
て
人
と
道
路
と
車
両
と
を
一
体
の

シ
ス
テ
ム
と
し
て
構
築
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

①

目

的

イ

安
全
性
、
輸
送
効
率
、
快
適
性
の
飛
躍
的
に
向
上

と
環
境
保
全
に
大
き
く
寄
与

口

豊
か
で
活
力
あ
る
国
民
生
活
の
実
現
に
貢
献

②

開
発
分
野

(図
1
)

③

背
景
･
重
要
性

イ

新
た
な
市
場
の
創
出

0

I
T
S
研
究
開
発
･
普
及
は
、
大
き
な
新
市
場

を
創
出

(図
2
)

口

民
間
企
業
が
最
も
有
望
と
す
る
分
野

0

I
T
b
は
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
事
業
の
中
で
民

間
企
業
が
最
も
有
望
と
す
る
分
野

ハ

我
が
国
に
お
け
る
研
究
開
発
の
状
況

【政
府
の
主
な
動
き
】

○

平
成
七
年
二
月
二
一
日
、
高
度
情
報
通
信
社
会

推
進
本
部
が

｢高
度
情
報
通
信
社
会
推
進
に
向
け

た
基
本
方
針
｣
を
策
定
、
こ
の
中
で
高
度
道
路
交

通
シ
ス
テ
ム
の
積
極
的
な
推
進
を
決
定

【建
設
省
の
取
り
組
み
】

0

一
九
八
四
年
-

路
車
間
情
報
シ
ス
テ
ム

(R
A
C
S
注
2
)
の
研
究
開
発
開
始

↓
V
I
C
S
に
発
展
、
来
春
実
用
化
の
予
定

0

一
九
八
九
年

世
界
に
先
駆
け
全
国
道
路
地
図

　　　斧

化

　

　

　　

　

の

り

ビ

ト

--

の

【

等所

C

金

　

　

:A H S等による危険警告 ･自動運転等

:経路誘導、公共交通優先信号制御等

:工事情報等の提供、特殊車両管理等

:公共交通の連行状況の提供

:経路選択の支援、連続自動運転等

:歩行者等に経路 ･施設案内の提供等

;災害発生時等の被災状況等の伝達等

注) 高度情報通信社会推進本部実施指針による

シ

の

　

　
　

　

ョ

甦

転

　

　

　

　

　

　

ゲ

料

≧

　

　

　

ナ

目

安
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道路交通情報通信システム (V IC S )

図 2

今後20年間に約 2兆円の新産業を創出

高 度 道 路 交 通 シ ス テ ム ( I T S ) 全 体ー 道 路

≦ 試算 l今後20年間に約50兆円の新産業を創出 (V E R T IS 試算注1)

○

一
九
九
四
年
三

月

道
路
審
議
会
の
審
議
を

経
て
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
と
り
ま
と
め

↓
現
在
、
研
究
開
発
を
推
進
中

○ ○
ン
○

一
九
八
九
年
i

I
T
S
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

の
検
討
に
着
手

↓ デ
ナ l
ビ タ
　　 　　

　 　
シ ス
　 　　

ン 完
シ 成
ス

テ
ム
が
急
速
に
普
及

ニ

欧
米
で
の
積
極
的
な
研
究
開
発

○

米
国
で
は
I
T
S
計
画
、
欧
州
で
は
T
E
L
E

M
A
T
I
C
S
計
画
･
P
R
O
M
O
T
E
計
画
に

よ
り
、
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
官
学
民
一

体
と
な
っ
て
研
究
開
発
を
積
極
的
に
推
進
中

○

米
国
で
は
、
一
九
九
五
年
だ
け
で
二
億
ド
ル
以

上
の
国
家
予
算
を
投
入
、
現
在
、
約
八
〇
の
フ
ィ
ー

ル
ド
テ
ス
ト
を
全
米
各
地
で
展
開
中

④

研 究 開 発 の

(事業費 :

図 4

推 進

約38億円)

I T S 全 体 に 係 る 検 討 ･ 調 査

･国際標準化への対応、 海外動向調査 等

個 別 研 究 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト の 推 進

･自動運転道路システム (A H S ) に関する研究
開発

･道路交通情報提供システムの高度化

･特殊車両管理システムに関する研究開発 等

ル ド テ ス ト

自動運転道路システム (A H S ) に関する実験、
評価 等

極 官 く
的 民
に 共
推 同 躬
進 研 又

き究

シ
ス
テ
ム
の
全
体
構
想
の
策
定
と
、
こ
れ
に
基
,

く
研
究
開
発
を
国
の
研
究
機
関
に
よ
る
試
験
研
究
、

( 民
図 間
4 委
ち 託
を
活
用
し
な
が
ら 研 に
、 究 基
積 、 づ

イ

研
究
開
発
等
の
積
極
的
な
推
進

イ
具

シ 研 体
ス 究 的
テ 開 な
ム 発 施
等 策

全国デジタル道路地図データベース

･開発費約15億円

現在までに1,400億円のナビゲーショ
ンシステム市場を創出

･平成 8年春サービス開始

　 　　 　　　
一ビジネス 79,6
GPS 772

バンキング 72,8
ディア広告 液,6
レビゲーム 71.7
ンデマンド 71.1
話システム 672
遠隔医釧 鋭,4
企蹟内研修 観2
ユージック 59,9ンデマンド
ディア電子新聞 斑,t
方向テレヒ 52,5トータル 1 52,4防災ネ･ツトー
CAIQ 印,1

　　　
　 　　　　

(出所)野村総合研究所 ｢日本企業におけるマルチメディア活用に関する調査｣(95年4月)に
おいて実施したアンケート調査に基づき作

マルチメデイア事纂の有望性評価
有鐙であると答えた企籟の輯合 (% )

サイバービジネス

ホームバンキン
マルチメディア広告
テレビゲーム
ビデオオンデマンド
テレビ電話システム

ミユージツクオンデマンド
初房メディア電子籟
双方向テレヒ
地域トータル
防犯防災ネ･ツト

図 3

(出所)野村総合研究所 ｢日本企業におけるマルチメディア活用に関する調査｣(95年4月)に
おいて実施したアンケート調査に基づき作成
アンケ-ト対飯企鰓:.上縄企業2137社を対餓に 回収数:668 (回収車:31% )
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研
究
推
進
体
制
、
基
盤
の
整
備

(図
5
)

研 究推 進 体制、 基 盤の整 備備

円

整

籍

の

妬

盤

渚

基
鰔

臥

事

藤浦

′I、
自動運転道路システム (A H S ) 等の実験施設等

の整備

図

自
動
運
転
道
路
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発

(図
6
)

ハ

高
度
道
路
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
推
進

i

道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム

(V
I
C
S
)

の
整
備
推
進

(箇
所
数
…
約
一
、
八
〇
〇
箇
所
)

穏

ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
の
試

験
運
用
有
料
道
路
の
料
金
所
に
お
い
て
、
自
動
的
に
料

金
を
支
払
う
こ
と
の
で
き
る
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動

料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
平
成
八
年
度
中

に
試
験
運
用
を
開
始
す
る
。

潴滲グきさま

メ

9

イ

%

　
　

施

道

ージ

図

○

ビ
ー
コ
ン
の
整
備

高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
の
第
一
段
階
と
し
て
、

道
路
上
に
設
置
し
た
ビ
ー
コ
ン

(発
信
器
)
か
ら

車
載
機
器
へ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
道
路
交
通
情
報
を

提
供
す
る
V
I
C
S
に
つ
い
て
、
平
成
八
年
春
よ

り
首
都
圏
、
東
名
･
名
神
高
速
道
路
等
か
ら
本
格

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
全
国
展
開
に

向
け
、
高
速
道
路
全
線
で
整
備
を
概
成
す
る
な
ど
、

ビ
ー
コ
ン
･
情
報
処
理
基
盤
の
整
備
を
推
進
す
る
。

本格実験のための試験 フィ ール ドの提 供

供用前の高速道路を自動運転道路システム(A H S )

実験用に民間へ提供



二

情
報
ハ
イ
ウ
エ
イ
の
整
備
推
進

1

施
策
の
概
要

①

全
国
的
な
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
推

進

一
年
度
)
に
基
づ
き
、
電
線
共
同
溝
の
整
備
を
強
力

に
推
進
す
る
。
そ
の
際
、
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
プ
ロ
ジ

ェ

ク
ト
注
3
等
、
電
線
共
同
溝
の
面
的
な
整
備
を
行
う

地
区
に
お
い
て
重
点
的
に
実
施
す
る
。

ま
た
、
こ
れ
に
併
せ
て
都
市
間
に
つ
い
て
も
、
道

路
管
理
の
効
率
化
･
高
度
化
を
図
る
た
め
の
道
路
管

理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
等
を
整
備
し
、
高
度

情
報
化
社
会
へ
の
対
応
を
図
る
。

④

歩
道
の
狭
い
道
路
等
に
お
け
る
歩
行
者
空
間
の
確
保

の
た
め
の
検
討

電
力
ト
ラ
ン
ス
を
道
路
上
に
設
置
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
お
け
る
建
築
物
内
、
公
開
空
地
等
へ
の
設
置

の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
電
力
ト
ラ

ン
ス
の
小
型
化
、
地
中
化
等
の
技
術
開
発
の
推
進
、
美

装
化
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

⑤

移
動
体
通
信
の
支
援

ト
ン
ネ
ル
内
の
ラ
ジ
オ
の
再
放
送
施
設
の
整
備
と
併

せ
て
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
等
を
一
体
的
に
整
備

す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
山
間
地
域
を
含
め
た
地
域
に
お

い
て
、
自
動
車
電
話
等
移
動
電
話
の
ト
ン
ネ
ル
内
の
不

感
地
の
解
消
を
支
援
す
る
。

“

セ

〆

行

い

道 95.9 23

日

日
露

翔残“熱誠

　　
　
　
　

　

電
線
共
同
溝
、
下
水
道
管
渠
、
河
川
空
間
等
の
連
携

路
管
理
の
効
率
化
･
高
度
化
を
図
る
た
め
の
道
路

に
よ
る
電
線
収
容
空
間
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
を
策

理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
等
を
整
備
し
、
高

定
す
る
。
ま
た
、
公
共
施
設
管
理
用
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー

情
報
化
社
会
へ
の
対
応
を
図
る
。

ブ
ル
の
民
間
事
業
者
へ
の
提
供
に
係
る
課
題
に
つ
い
て

④

歩
道
の
狭
い
道
路
等
に
お
け
る
歩
行
者
空
間
の
確

検
討
す
る
。

の
た
め
の
検
討

②

モ
デ
ル
地
区
に
お
け
る
電
線
収
容
空
間
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー

電
力
ト
ラ
ン
ス
を
道
路
上
に
設
置
す
る
こ
と
が
困

ク
の
整
備
及
び
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

な
場
合
に
お
け
る
建
築
物
内
、
公
開
空
地
等
へ
の
設

高
度
情
報
化
に
関
し
て
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ

の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
電
力
ト
-

て
い
る
地
域
等
に
お
い
て
、
モ
デ
ル
地
区
を
設
定
し
、

ン
ス
の
小
型
化
、
地
中
化
等
の
技
術
開
発
の
推
進
、

電
線
収
容
空
間
･
公
共
施
設
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー

装
化
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
の
策
定
及
び
こ
れ
に
基
づ
く

⑤

移
動
体
通
信
の
支
援

総
合
的
な
整
備
を
行
う
。
ま
た
、
敷
設
さ
れ
る
光
フ
ァ

ト
ン
ネ
ル
内
の
ラ
ジ
オ
の
再
放
送
施
設
の
整
備
と

イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
活
用
し
、
行
政
機
関
、
交
通
機
関
、

せ
て
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
等
を

一
体
的
に
整

そ
の
他
公
共
公
益
施
設
や
駅
前
広
場
等
に
お
い
て
市
民

す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
山
間
地
域
を
含
め
た
地
域
に
,

が
行
政
情
報
等
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど

い
て
、
自
動
車
電
話
等
移
動
電
話
の
ト
ン
ネ
ル
内
の

地
域
の
高
度
情
報
化
の
進
展
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

感
地
の
解
消
を
支
援
す
る
。

整
備
に
あ
た
っ
て
の
公
共
空
間
活
用
の
課
題
を
整
理
す

る
。

注
1
く
の町
oM①‐刃
o
mA
鑓口
A
弓
HD
酸
付
封
[巴
言
㈹
賢
二
の
o
n灯
増

③

電
線
共
同
溝
の
整
備
の
推
進

(道
路
,
交
通
.
車
両
ィ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
化
推
進
協
議
会
)

注
2

刃
OPA
>
□
万
日
0g
灯
☆̂
)日
日
に
已
n巴
5
口
の
で
の布
目

①
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
を
踏
ま
え
た
第
三
期
電

注
3
電
線
類
の
地
中
化
を
契
機
に
、
道
路
の
美
装
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道

線
類
地
中
化
五
箇
年
計
画

(平
成
七
年
度
,
平
成
一

路
の
整
備
等
を
面
的
に
行
ぃ
、
沿
道
建
築
物
等
と
も
連
携
し
て
、
地

域
の
活
性
化
、
景
観
形
成
等
を
図
る



第
6
涙
特
定
秦
週
嚢
全
施
設
等
整
備
事
業

五
箇
年
計
画

(薬
)
に
つ
い
て

建
設
省
道
路
局
道
路
環
境
課

一
第
6
次
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業

五
箇
年
計
画
策
定
の
必
要
性

急
激
な
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
伴
い
昭
和
三

〇
年
代
後
半
か
ら
急
増
し
た
交
通
事
故
に
対
処
す
る
た
め
、

昭
和
四
一
年
に

｢交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る

緊
急
措
置
法
｣
が
制
定
さ
れ
た
。

同
法
に
基
づ
き
、
公
安
委
員
会
と
道
路
管
理
者
は
協
力

し
て
二
次
に
わ
た
る
三
箇
年
計
画
、
五
次
に
わ
た
る
五
箇

年
計
画
を
策
定
し
、
公
安
委
員
会
は
交
通
管
制
セ
ン
タ
ー

の
設
置
や
信
号
機
の
高
性
能
化
等
を
進
め
る
と
と
も
に
、

道
路
管
理
者
は
、
歩
道
、
自
転
車
道
の
整
備
、
交
差
点
の

改
良
、
自
動
車
駐
車
場
の
整
備
、
道
路
標
識
、
道
路
情
報

提
供
装
置
の
設
置
な
ど
交
通
安
全
施
設
等
の
整
備
に
努
め
、

交
通
事
故
の
防
止
と
交
通
の
円
滑
化
を
図
っ
て
き
た
。

こ
う
し
た
交
通
安
全
施
設
等
の
重
点
的
な
整
備
を
は
じ

め
、
各
種
の
交
通
安
全
対
策
の
推
進
に
よ
り
昭
和
四
五
年

に
ピ
ー
ク

(
一
六
、
七
六
五
人
)
に
達
し
た
交
通
事
故
死

者
数
は
昭
和
五
四
年
に
は
概
ね
半
減
す
る

(八
、
四
六
六

人
)
な
ど
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
以
降
、
交
通
事
故
死
者
数
は
再
び
増
加

に
転
じ
、
昭
和
六
三
年
以
降
七
年
連
続
し
て
交
通
事
故
死

者
数
が
一
万
人
を
超
す
な
ど
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
走
行
台
キ
口
あ
た
り
の
死
者
数
で
み
て
も
、

現
在
一
･
六
人
/
億
台
キ
ロ
と
い
う
水
準
は
先
進
国
の
な

か
で
も
中
位
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
近
年
は
横
這
い
で
、

減
少
傾
向
に
な
く
、
こ
の
た
め
交
通
の
安
全
の
水
準
を
高

め
る
た
め
に
は
、
従
来
の
対
策
や
施
策
の
単
な
る
延
長
で

は
対
処
で
き
な
い
全
く
新
し
い
局
面
を
迎
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
実
情
に
対
し
、
国
民
の
基
本
的
希
求
で
あ

る

｢安
全
で
安
心
し
て
く
ら
せ
る
社
会
｣
を
緊
急
に
実
現

す
る
た
め
、
多
発
し
て
い
る
高
齢
者
事
故
、
夜
間
事
故
、

狭
幅
員
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
の
所
要
の
交
通
安
全
施

設
等
に
対
す
る
重
点
的
、
効
率
的
整
備
を
一
層
推
進
し
、

交
通
事
故
の
大
幅
な
減
少
に
懸
命
に
努
力
す
る
必
要
が
あ

る
、

さ
ら
に
、
高
齢
者
や
身
体
障
害
者
の
社
会
参
加
の
機
会

の
増
大
を
図
る
た
め
交
通
基
盤
の
整
備
や
道
路
交
通
の
国

際
化
、
さ
ら
に
は
、
高
度
情
報
化
を
は
じ
め
と
す
る
技
術

革
新
に
対
応
し
た
道
路
交
通
環
境
の
改
善
を
図
り
、
安
全

か
つ
円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
、
本
年
二
月
に

｢道
路
交
通

環
境
整
備
懇
談
会
｣
(座
長
"
森
地
茂
東
工
夫
教
授
)
を
設

置
し
、
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
た
地
方
懇
談
会
の
提
案
等

2 4 道行セ 95.9



を
踏
ま
え
、
幅
広
い
観
点
か
ら
道
路
交
通
環
境
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
た
提
言
を
本
年
八
月
に
頂
い
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
ま
た
、
鰯
国
際
交
通
安
全
学
会
、
拙
自
動
車
工

業
会
、
㈹
経
済
団
体
連
合
会
等
、
国
民
、
各
界
、
各
層
の

御
意
見
や
提
言
を
多
く
頂
い
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え

た
新
た
な
五
箇
年
計
画
を
策
定
し
、
公
安
委
員
会
は
も
と

よ
り
他
の
関
連
す
る
機
関
と
も
密
接
な
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
交
通
安
全
施
設
等
の
整
備
を
一
層
強
力
に
推
進
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

一
一
交
通
安
全
に
対
す
る
総
合
的
な
取
り
組
み

と
｢特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
｣

道行セ 95.9 25

道
路
の
安
全
の
確
保
に
向
け
て
、
高
規
格
道
路
か
ら
住

区
内
の
道
路
に
至
る
ま
で
の
道
路
網
の
整
備
や
、
改
築
事

業
、
雪
寒
事
業
等
道
路
整
備
の
推
進
が
交
通
の
安
全
確
保

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
の
観
点
か
ら
、
道
路
の
安
全

に
か
か
る
施
策
を
総
合
的
に
わ
か
り
や
す
く
示
す

｢総
合

安
全
政
策
大
綱

(仮
称
)｣を
と
り
ま
と
め
る
と
と
も
に
、

こ
の
う
ち
、
一
般
道
路
に
お
い
て
緊
急
的
に
対
処
す
べ
き

区
間
に
つ
い
て
、
｢特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
五
箇

年
計
画
｣
を
策
定
し
、
交
通
安
全
施
設
を
整
備
す
る
。

m
適切輻機能分担された道路網の整備 1

　 　 　 　･高規格道路、地域高規格道路、 … ･ ･、歩道

{ , 交
改築こよる道路交通環境の整備

j･現道拡幅、交差点 ･踏切道立体化、現道拡幅に伴う歩道設置

高速自動車国道等における

盪雜灘案翳る
改築 (小規模) 等による
道路交通環境の改善
･排水性舗装等
･休憩施設、インク-･チツヅ等

調査･分析･研究

{ 事故分析、行動特性の研究等j･安全運転システム

調査･分析

“““““ {.事故分析7

･代替路の確保、耐震性の向上、落石対策等 ･重大事故調査委員会t
- - 纖発生に備えた安全の確保 Jt

製の強化

j
t
~ - .積雪寒冷地こおける安全の確保一 - -

J

(仮称) の設置

･除雪、流雪溝等

.･環境施設帯、植樹帯等　　　　　　　　　
{一÷覊“痂鰐鷲簑総箋

よる安全の確保÷÷÷÷一三) F博さ礒離齋藤鰕罷り

、
---l---t-l'-----f-Il-l----I1---------------t-‘‘-----↑-l-------l------------t----------l---

総合的な交通安全の体系ノー--------II-lII-------‐--I--1-II-‐----II----.---‐-'-l1l.------I'III----------II-"---‘-----＼

三

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
計
画
の
推
移

の

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
計
画
の
推
移

昭
和
四
一
年
度
以
来
、
道
路
管
理
者
及
び
公
安
委
員
会

は
、
表
1
の
と
お
り
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
計
画
を

定
め
、
交
通
安
全
施
設
等
の
整
備
に
努
め
て
き
た
。

②

第
5
次
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
五
箇
年
計

画
の
進
捗
状
況

平
成
三
年
度
に
発
足
し
た
第
5
次
特
定
交
通
安
全
施
設

等
整
備
事
業
五
箇
年
計
画
に
お
い
て
、
歩
道
、
交
差
占
坐
寸

の
整
備
に
努
め
、
重
点
的
に
推
進
し
た
結
果
、
総
投
資
額

一
兆
六
九
九
七
億
円
、
達
成
率
一
〇
六
･
九
%

(調
整
費

を
除
く
)
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
　
　
　寮

安

例
道路交通環境の改善

交差点改良、付加車線等{
歩道等･ 灘施設 j･自動車駐車場、自転車駐車場
道路照明、道路情報提供装置等

調査･分析 ･研究

{ ,事故分析、行動特性の研究等 ｣･安全運転システム

改築 (小規模) 等による

　郷
善
視
　
　

交
模
体
場

独
親
立
車

単
小
、駐



表 1 交通安全施設等整備事業計画の推移

区 分

特 定 事 業 地方単独事業

備 考計 画
(億円)

実 績
(億円)
達成率
(% )

計 画
(億円)

実 績
(億円)
達成率
(% )

第 1次三箇年計画

(S41~ 43)

道路管理者
公安委員会

721.9

60 .3

722 .1

60 .3

100.0

100･0

(134)

(38)

253 ,2

112 .O

閣議決定 (変更)
昭和42年12月 1日

第 2次三箇年計画

(S44~ 46)

道路管理者

公安委員会
75○O

46 ,3

(507 .4)

(28 .5)

67.7

61.6

623 .O

230 .7

(456 .2)

(151.1)

73 .2

65 .5

閣議決定
昭和44年12月 2 H

第 l次五箇年計画

(S46~ 50)

道路管理者
公安委員会

2,292 ,8

685 .5

2 ,380 .9

720 .9

103.8

105.2

2 ,304 .1

1,052 .7

2 ,324 ,O

L OOO .l

109 .9

95 .0

閣議決定 (変更)
昭和48年 2月20日

第 2次五箇年計画

(S51~ 55)

道路管理者
公安委員会

5 ,700

1,500

5 ,922 1

1,424 .2

103 .9

94 .9

4 ,115 .3

2 ,300 .O

4 525.5

1,636.4

110 .0

71.1

閣議決定
昭和51年11月 9日

第 3次五箇年計画

(S56~ 60)

道路管理者
公安委員会

9 ,100

1,900

8 ,153 .8

1,311.5

89 .6

69 .O

6 ,876 ,9

3 ,049 ,6

6 ,144.O

2 ,365 4

89 .3

77 .6

閣議決定
昭和56年11月27日

第 4次五箇年計画

(S61~ H 2)

道路管理者

公安委員会

(13,500)

11,500

(1,350)

上150

1L 596

1,165

100 .8

101.3

10 ,235 .O

3 ,680 .1

7,739,1

3,509 .1

75 .6

95 .4

閣議決定
昭和61年11月28日

第5次五箇年計画
(H 3~ H 7)

道路管理者

公安委員会

(18 ,500)

15 ,900

(1,650)

l,550

(H 7補過

16,997

(H ?補過

l,652

106 .9

106 .6

14 ,400

4 ,970

閣議決定
平成 3 年11月29ロ

饉)1.第 1次三箇年計画の地方単独事業は、 昭和42年~ 43年度の 2箇年分の通学路分のみである。
2.第 2次三箇年計画の実績は中途改定したので、 昭和44年 ~ 45年度の 2箇年分である。
3.第 4次及び第 5次5箇年計画の特定事業の上段 ( ) 書きは、 調整費を含む総計画額である。
4.第 5次5箇年計画の実績額は平成 7年度 1次補正までの見込みである。

ー

科
学
的
手
法
に
基
づ
く
事
故
削
減
策
の
集
中
的
実
施

の

安
全
か
つ
円
滑
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保

①

事
故
多
発
地
点
の
う
ち
、
緊
急
度
の
高
い
全
国
約

三
、
0
0
0
箇
所
に
つ
い
て
、
詳
細
な
事
故
分
析
を

行
い
、
こ
れ
に
基
づ
く
交
差
点
改
良
、
視
距
の
改
良
、

付
加
車
線
等
の
整
備
を
改
築
事
業
等
に
よ
る
整
備
と

あ
わ
せ
て
重
点
的
に
実
施
す
る
。

②

依
然
と
し
て
多
発
し
て
い
る
夜
間
死
亡
事
故
に
対

応
す
る
た
め
、
道
路
照
明
の
積
極
的
な
設
置
等
に
よ

る
夜
間
事
故
対
策
を
推
進
す
る
。

③

多
数
の
違
法
駐
車
に
よ
り
、
安
全
で
円
滑
な
道
路

交
通
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
都
市
内
の
道
路
に
お
い
て
、

整
備
効
果
の
高
い
地
域
か
ら
優
先
的
に
自
動
車
駐
車

場
、
駐
車
場
案
内
シ
ス
テ
ム
等
の
整
備
を
推
進
す
る
。

④

過
労
運
転
に
と
も
な
う
事
故
防
止
の
た
め
、
都
市

間
の
一
般
道
路
に
お
い
て

｢道
の
駅
｣
等
簡
易
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
整
備
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

⑤

救
急
医
療
機
関
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
改
善
す
る
た
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四

第
6
次
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業

五
箇
年
計
画
(案
)
の
基
本
方
針

第
6
次
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
五
箇
年
計
画

に
お
い
て
は
、
以
下
の
事
項
に
重
点
を
お
い
て
、
こ
の
う

ち
緊
急
的
に
対
処
す
べ
き
交
通
安
全
施
設
等
に
つ
い
て
整

備
を
進
め
る
も
の
と
す
る
。



め
、
緊
急
開
口
部
、
交
差
点
改
良
等
の
整
備
を
促
進

す
る
。

の

わ
か
り
や
す
く
安
心
し
て
利
用
で
き
る
道
路
交
通
環

境
の
整
備

①

道
路
利
用
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
安
全
で

円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保
を
図
る
た
め
、
異
常
気
象

時
の
道
路
状
況
に
関
す
る
情
報
等
を
迅
速
か
つ
的
確

に
提
供
し
、
道
路
情
報
提
供
装
置
等
の
整
備
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
幹
線
道
路
を
中
心
に
道
路
交
通
情

報
通
信
シ
ス
テ
ム

(V
I
C
S
)
の
全
国
展
開
を
図

　
　

②

国
際
的
な
技
術
競
争
の
な
か
に
あ
っ
て
、
我
が
国

に
お
い
て
も
安
全
な
走
行
を
支
援
す
る
た
め
に
、
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
、
自
動
運
転
道

路
シ
ス
テ
ム
(A
H
S
)
等
の
技
術
開
発
を
推
進
し
、

そ
の
普
及
促
進
を
図
る
。

③

利
用
者
の
立
場
に
た
っ
た
系
統
的
で
わ
か
り
易
い

案
内
標
識
の
充
実
を
図
る
。

そ
の
際
、
ロ
ー
マ
字
表
示
、
シ
ン
ボ
ル
表
示
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
る
。
･

③

交
通
事
故
調
査
･
分
析
･
研
究
シ
ス
テ
ム
の
充
実

①

交
通
安
全
研
究
五
箇
年
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
に

基
づ
き
、
大
学
･
民
間
研
究
機
関
と
行
政
が
連
携
し

て
、
調
査
･
分
析
･
研
究
を
強
力
に
推
進
し
、
多
角

的
、
総
合
的
な
交
通
安
全
施
策
の
向
上
を
図
る
。

②

関
係
省
庁
と
連
携
し
て
、
交
通
事
故
の
基
礎
的
デ
ー

タ
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
り
、
効
果
的
な
交
通
安

空
間
を
積
極
的
に
確
保
す
る
。

全
対
策
の
推
進
に
努
め
る
。

3

さ
ら
に
、
首

目

ま
た
、
㈱
交
通
事
故
総
合
分
析
セ
ン
タ
ー
を
積
極

的
に
活
用
し
て
、
重
大
事
故
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解

明
と
事
故
予
防
の
施
策
の
確
立
に
向
け
、
重
大
事
故

調
査
委
員
会

(仮
称
)
を
設
置
す
る
。

③

道
路
利
用
者
の
利
便
に
資
す
る
た
め
キ
ロ
ポ
ス
ト

の
整
備
を
進
め
、
速
や
か
な
事
故
処
理
、
的
確
な
交

通
事
故
調
査
の
支
援
を
す
る
。

2

高
齢
者
等
の
社
会
参
加
を
支
援
す
る
歩
行
空
間
の
面

的
整
備

0

自
転
車
･
歩
行
者
の
安
全
で
快
適
な
通
行
の
確
保

①

歩
道
及
び
自
転
車
道
等
の
整
備
を
引
き
続
き
重
点

的
に
実
施
し
、
平
成
一
二
年
度
ま
で
に
歩
行
者
等
が

交
通
事
故
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
区
間
、
概
ね

三
五
、
○
○
○
如
程
度
に
つ
い
て
改
築
事
業
等
に
よ

る
整
備
と
あ
わ
せ
て
歩
道
等
の
整
備
を
推
進
し
、
歩

道
等
の
設
置
済
み
道
路
延
長
を
概
ね
一
五
三
、
0
0

0
如
に
引
き
上
げ
る
。

②

高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
の
社
会
参
加
の
機
会
の

増
大
に
考
慮
し
て
、
駅
、
公
共
･
福
祉
施
設
、
病
院

等
の
周
辺
を
中
心
に

｢平
坦
性
が
確
保
さ
れ
た
幅
の

広
い
歩
道
｣
や
自
転
車
駐
車
場
の
整
備
、
電
線
類
の

地
中
化
を
改
築
事
業
等
に
よ
る
整
備
と
あ
わ
せ
て
推

進
し
、
歩
き
た
く
な
る
よ
う
な
安
全
で
快
適
な
歩
行

③

さ
ら
に
、
道
路
管
理
者
に
よ
る
歩
行
空
間
の
確
保

に
あ
わ
せ
て
、
建
築
空
間
等
を
活
用
し
た
歩
行
空
間

｢環
境
道
路
｣
等
の
整
備
に
つ
い
て
、
特
に
、
都
市

中
心
部
に
お
け
る
歩
行
空
間
の
連
続
性
の
確
保
に
留

意
し
て
推
進
す
る
。

④

駅
、
公
共
･
福
祉
施
設
、
病
院
等
主
要
施
設
を
相

互
に
利
用
す
る
歩
行
者
の
利
便
を
大
幅
に
拡
大
す
る

た
め
、
昇
降
装
置
や
屋
根
の
設
置
、
ス
ロ
ー
プ
化
や

建
築
物
と
の
直
結
化
な
ど
を
図
る
と
と
も
に
ペ
デ
ス

ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の
整
備
を
推
進
す
る
。

⑤

駅
前
等
交
通
結
節
点
に
お
け
る
利
用
の
連
続
性
を

向
上
さ
せ
る
た
め
鉄
道
事
業
者
、
バ
ス
事
業
者
と
協

力
し
て
交
通
広
場
、
駐
停
車
場
等
の
整
備
を
推
進
す

る
し0

②

都
市
内
に
お
け
る
歩
行
者
優
先
道
路
の
面
的
整
備

住
居
系
･
商
業
系
地
区
に
お
い
て
、
通
過
交
通
の
進
入

を
抑
え
、
地
区
内
の
く
ら
し
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
や
歩
道
の
設
置
が
で
き
な
い
幅
の
狭

い
道
路
に
お
い
て
歩
行
者
等
の
安
全
を
確
保
す
る
構
造
を

有
す
る
歩
車
共
存
道
路

(歩
道
の
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道

路
)
等
の
面
的
整
備
を
行
う

｢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
･
ゾ
ー
ン

形
成
事
業
｣
を
公
安
委
員
会
の
ゾ
ー
ン
規
制
等
と
適
切
に

組
み
合
わ
せ
実
施
す
る
。
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基
本
方
針
に
基
づ
き
、
第
6
次
特
定
交
通
安
全
施
設
等

に ど 市 極 に が の に 交 点 の り れ 3
(1) ≠ 対 関 ま 民 的 、 、 変 @ ) 特 配 通 交 @ ) 検 人 あ る 交 (1)
T ] ず 篠 井 房 に 市 安 岡 中年 薦 の 通 - こ 々 げ べ 通 ･ 禾
｣‐一 久 絆

、 種 湶 岸 茶 あ 行 F T 糯 盃 地 を や る き あ 安 ･
業 箇 第 掻 品 ネ 麓 陥 絲 率 参 政 熊 ミ ガ 旁 域 童 者 寿 諌 参 全･ 製 塗 丑 匙 券 許 し白 み と 慰 ま害 ぬ 容 の 爺 舷 牀 鰭 茶 総　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　擬 篝、6

3

利
用
す
る
視
点
か
ら
の
安
全
へ
の
取
り
組
み

=

安
全
総
点
検
の
実
施

交
通
の
安
全
は
利
用
す
る
人
の
視
点
に
た
っ
て
捉
え
ら

れ
る
べ
き
課
題
で
あ
り
、
良
好
な
道
路
交
通
環
境
を
つ
く

り
あ
げ
る
た
め
に
、
通
学
路
点
検
を
始
め
と
し
て
、
地
域

の
人
々
や
道
路
利
用
者
が
主
体
的
に
参
加
す
る

｢安
全
総

②

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
道
路
交
通
の
安
全
確
保

交
通
の
安
全
は
地
域
に
根
ざ
し
た
課
題
で
あ
り
、
道
路

交
通
の
様
々
な
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
人
･
車
･
道
の
関
係

に
配
慮
し
、
積
雪
寒
冷
地
に
お
け
る
交
通
安
全
策
等
地
域

の
特
性
に
応
じ
た
改
善
策
を
講
じ
る
。

③

行
政
と
市
民
の
連
携
に
よ
る
交
通
安
全
事
業

交
通
の
安
全
は
市
民
の
安
全
意
識
に
よ
り
支
え
ら
れ
る

が
、
安
全
で
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
図
る
た
め

に
、
市
民
が
計
画
か
ら
整
備
･
管
理
全
般
に
わ
た
り
、
積

極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
り
、
行
政
と

市
民
の
連
携
に
よ
る
交
通
安
全
事
業
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
公
安
委
員
会
を
始
め
、
医
療
、
消
防
、
教
育
な

ど
関
係
行
政
機
関
と
の
密
接
な
連
携
を
図
り
、
交
通
安
全

に
対
す
る
総
合
的
な
取
り
組
み
を
図
る
。

五

第
6
次
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業

五
箇
年
計
画
(案
)
の
事
業
規
制
等

を や る き
実 道 た 課
施 路 め 題
す 利 に で
る 用 、 あ
0 通 り

整
備
事
業
五
箇
年
計
画
に
お
い
て
、
平
成
八
-
一
二
年
度

の
計
画
期
間
内
に
二
兆
五
千
億
円
に
相
当
す
る
事
業
を
推

進
す
る
も
の
と
す
る

(表
2
)。

②

工
種
別
内
訳

(概
要
)(表
3
)

進 の 整
す 計 備

億円) ℃鸚棄
第6次五箇年
計画案 : A

第 5 次 五 箇 年 計 画 対 5次計画

倍率(A /B )

対 5次実績

倍率 (A /C )計画額 : B 実施見込み : C 達成率(C /B % )

25 ,000

(15 ,900)

18 ,500 16 ,997

(106 .9)

91.9 1.35 1.47

表 2

ほめ1.上段 ( ) 書きは調整費2,600億円を除いた額を対象としたもの
に
お

目 平
(事業費単位 :億円) 当 成

す 八
第6次五箇年計画(案) 第 5次五箇年計画実績 倍 率

(事業費)事 業 量 事 業 費 事 業 量 事 業 費

種

事

業

歩道等 (km)

(うち、 自転車道等) (km)

歩道共存道路 (km)

交差点改良 (箇所)
その他曲 1

小 計

7,200

(5,040)

270

1,800

14 ,600

(11,110)

200

2 ,890

1,160

18 ,850

4 ,781

(4 ,576)

1,329

9 ,731

(9 ,416)

1,805

1,054

12 ,590

1.50

(1.18)

1.60

1.10

1.50

種

事

業

道路照明 (基)
道路標識 (本)
道路情報提供装置 (基)
自動車駐車場 (箇所)
その他国 2

小 計

58,000

40,000

1,800

375

348

600

1,200

3,000

1,002

6 ,150

49 ,939

43 ,675

1,675

338

304

581

1,045

1,636

840

4 ,407

1.14

1.03

1 ,15

1 .83

1,19

1 ,40

合 計 25 ,000 16,997 L 47

表 3

圏1.その他は、 中央帯、 視距の改良、 車両停車帯、 路肩改良、 付加車線である。
2.その他は、 防護柵、 区画線、 視線誘導標、 道路反射鏡、 自動車駐車場、 キロポスト、 路上

駐車施設である。
3.道路情報提供装置に路車間情報システム、 駐車場案内システムの整備を含む。
4,自動車駐車場は、 地下駐車場、 簡易パーキングである。
5,新規工種は、 歩車共存道路である。
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嚢
全
で
繋
悳
で
き
る

国
土
づ
く
り
の
燈
あ
の
道
路
整
備
の
推
進

建
設
省
道
路
局
企
画
課
道
路
防
災
対
策
室

一

は
じ
め
に

平
成
七
年
一
月
一
七
日
に
発
生
し
た
阪
神
･
淡
路
大
震

災
は
、
阪
神
高
速
道
路
、
新
幹
線
、
港
湾
施
設
等
の
交
通

機
関
に
大
き
な
被
害
を
与
え
た
。
道
路
施
設
で
は
、
落
橋
、

橋
梁
損
壊
な
ど
大
規
模
か
つ
広
範
囲
で
被
災
を
受
け
、
震

災
直
後
、
高
速
自
動
車
国
道
、
阪
神
高
速
道
路
、
一
般
国

道

(指
定
区
間
)
に
お
い
て
二
七
路
線
三
六
区
間
で
通
行

止
め
に
な
っ
た
。
ま
た
、
電
気
、
ガ
ス
、
電
話
、
水
道
等

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
お
い
て
も
想
像
以
上
の
被
害
を
受
け
、

救
援
活
動
や
地
域
住
民
の
生
活
等
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
。
さ
ら
に
、
今
回
の
被
災
に
よ
っ
て
道
路
交
通
網
等
が

寸
断
さ
れ
、
周
辺
地
域
だ
け
で
な
く
、
我
が
国
の
経
済
活

動
、
国
民
生
活
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。

今
、
こ
れ
ら
阪
神
･
淡
路
大
震
災
等
の
教
訓
を
踏
ま
え

た
、
国
民
が
安
全
で
安
心
で
き
る
災
害
に
強
い
国
土
づ
く

り
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

【道
路
の
被
災
状
況
】

高
速
自
動
車
国
道
…

一
〇
九
箇
所

(名
神
高
速
道
路
瓦
木
西
高
架
橋
他
)

阪

神

高

速

道

路
"

三
〇
〇
箇
所

(三
号
神
戸
線
兵
庫
県
内
区
間
を
除
く
)

一
般
国
道

(指
定
区
間
)
"

五
五
四
箇
所

(国
道
四
三
号
岩
屋
高
架
橋
他
)

府

県

道
"
二
、
七
一
五
箇
所

【被
害
概
算
額
】

一
般
国
道

約
二
、
三
〇
〇
億
円

有
料
道
路

約
四
、
一
〇
0
億
円

(高
速
自
動
車
道
路
一
、
○
○
0
億
円
、
阪
神
高
速

道
路
三
、
一
〇
〇
億
円
)

二

阪
神
･
淡
路
大
震
災
の
復
興
対
策
の
推
進

平
成
七
年
七
月
二
八
日
に
決
定
さ
れ
た

｢阪
神
･
淡
路

地
域
の
復
興
に
向
け
て
の
取
組
方
針
｣
(阪
神
･
淡
路
復

興
本
部
)
に
お
い
て
、
政
府
は
復
興
計
画
の
実
現
を
最
大

限
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
｢生
活
の
再
建
｣、
｢経

済
の
復
興
｣、
｢安
全
な
地
域
づ
く
り
｣
を
基
本
的
課
題
と

し
て
被
災
地
の
復
興
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

･
格
子
型
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
等

･
広
域
防
災
帯
の
整
備

･
被
災
地
域
再
生
の
た
め
の
土
地
区
画
整
理
事
業
･
市

街
地
再
開
発
事
業
の
実
施

･
信
頼
性
の
あ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
共
同
収
容
施
設
の
整
備

･
耐
震
性
向
上
の
た
め
の
橋
梁
補
強

･
道
路
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
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三

安
全
で
安
心
で
き
る
国
土
づ
く
り
の
定
め

の
道
路
整
備
の
推
進

国
民
が
安
全
で
安
心
で
き
る
災
害
に
強
い
国
土
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
防
災
計
画
等
の
支
援
、
充
実
を

図
り
つ
つ
、
次
の
よ
う
な
道
路
防
災
対
策
を
総
合
的
、
計

画
的
に
実
施
す
る

(図
1
)。

図 1 体系図

　
　

　　
　
　霊

路

路
　
　

　

　

印

安
全
で
安
心
で
き
る
国
土
構
造
の
形
成
の
た
め
の
道

路
整
備
の
推
進

阪
神
･
淡
路
大
震
災
で
は
、
東
西
軸
で
あ
っ
た
中
国
自

動
車
国
道
が
地
震
発
生
直
後
に
通
行
止
め
と
な
り
、
迂
回

路
と
し
て
機
能
し
た
近
畿
自
動
車
道
敦
賀
線

(舞
鶴
道
)

等
の
交
通
量
が
大
幅
に
増
加
す
る
な
ど
、
そ
の
影
響
は
周

辺
地
域
だ
け
で
な
く
、
我
が
国
の
社
会
･
経
済
活
動
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
代
替
ル
ー
ト
の
確
保
が
緊
急
の
課

題
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
た
。

図 2 広域道路の通行止めの状況

.逆夢耕治
i現 轉 されているル-ト数 l鮒御斜"の完成-こより確保され親し-ト数

凡例 = 團靴 :開瀕している主要な縦貫紬
d甥國砂:各地で提唱きれている新たな

国土蝸構想
澤山輻淺沖團鴻朗塗乾しているためfルートとるなせば(りと々る

図 3 高規格幹線道路ネットワーク代替ルート形成状況及び新た

跡⑨＼
増

、、＼＼ささい、＼̂^ゞ"ゞ kミト、k弍、
融合的な防災点検の爽施

震災対策緊急縄漿補強瑯築
の推選

防災関連技術の開発･研究

1 ~ツトワーク

都市内防災幹線纜酸の麓備、
面的蟻髓等による災害に強い

…

“

安心ネットワ

安全で安心で馨る
づ驫･ま づ

寮金で蜜藤で醤る
国土づくりのための
、趙幽鑿価の推進



こ
の
よ
う
に
大
震
災
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、

発
列
島
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な

物
資
や
復
旧
物
資
輸
送
等
に
支
障
を
き
た
し
た
。

生
活
物
資
や
復
旧
物
資
の
輸
送
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
と
と

災
害
時
に
お
い
て
も

性
、
-=口頭
性

冒
い
、

炙
く

。

ご

,
･

改

舌

･
又
･
"

日

鰤箋繊麗函三重l
　

図 4 総合的な防災対策

･法面操幅工(罐生、コンクリート牧封、ブロック張り)
-落石筋籏工(禍工、鯛立、落石羅工} 等

総合的な防災対策のイメージ園、ミ縦縞対餓

も
に
、
我
が
国
の
経
済
活
動
、
国
民
生
活
に
及
ぼ
す
影
響

を
最
小
化
す
る
た
め
、
必
要
な
代
替
ル
ー
ト
の
確
保
が
可

能
に
な
る
よ
う
高
規
格
幹
線
道
路
、
地
域
高
規
格
道
路
等

の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
交
通
軸
の
実
現
に
向

け
た
調
査
の
促
進
を
図
る

(図
2
･
3
)。

②

安
全
で
安
心
で
き
る
地
域
づ
く
り
･
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
道
路
整
備
の
推
進

①

安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
緊
急
整
備
事
業
等
総
合
的
な

防
災
対
策
の
推
進

我
が
国
は
地
震
は
も
ち
ろ
ん
、
梅
雨
や
台
風
に
よ

る
豪
雨
、
日
本
海
側
を
中
心
と
し
た
豪
雪
等
災
害
多

災
害
時
に
お
い
て
も
安
全
性
、
信
頼
性
の
高
い
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
保
す
る
た
め
、
各
種
災
害
に
対

応
し
た
防
災
対
策
を
推
進
す
る

(図
4
)。

②

緊
急
輸
送
道
路
、
避
難
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

推
進今
回
の
震
災
で
は
、
阪
神
高
速
道
路
三
号
神
戸
線

の
倒
壊
を
は
じ
め
、
都
市
内
の
幹
線
道
路
が
寸
断
し

た
と
と
も
に
、
機
能
し
た
道
路
に
お
い
て
も
道
路
交

通
が
集
中
し
て
渋
滞
が
発
生
し
、
救
援
活
動
、
生
活

き

!
こ

　
　

　

　

　
　

　　

　
　

　
　
　

　

　

　

　
　
　
　
　　　

　
　

　　

　

　

　
　
　　
　
　
　

　　

　

　　
　
　
　　　

　　　

　　

　

を

誤
と
ふき
な
さ

*“g

則

　
　
　　

　

.に
-

轉図 緊急輸送道路ネットワークの整備推進

災
害
時
に
お
い
て
救
援
活
動
、
緊
急
復
旧
物
資
輸

送
等
を
確
保
す
る
た
め
、
緊
急
輸
送
道
路
や
道
路
空

間
を
活
用
し
た
防
災
拠
点
、
避
難
路
、
防
災
活
動
困

難
地
域
解
消
に
資
す
る
道
路
の
整
備
を
計
画
的
、
重

点
的
に
推
進
す
る

(図
5
)。

③

都
市
内
幹
線
道
路
、
面
的
整
備
等
に
よ
る
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

今
回
の
震
災
で
は
、
都
市
基
盤
が
未
整
備
な
木
造

密
集
地
域
に
お
い
て
、
緊
急
車
両
が
通
行
不
可
能
で

あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
消
防
活
動
に
支
障
が
生

じ
、
広
範
な
消
失
地
区
が
発
生
し
た
。
一
方
、
幹
線

道
路
が
整
備
さ
れ
た
地
域
、
土
地
区
画
整
理
事
業
が

行
わ
れ
、
道
路
、
公
園
等
が
整
備
さ
れ
た
地
区
等
で

は
消
失
が
少
な
く
、
市
街
地
の
面
的
整
備
等
に
よ
る

被
害
軽
減
の
効
果
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
木
造
密
集
市
街
地
等
の
危
険
市
街
地
の

解
消
を
図
る
た
め
、
土
地
区
画
整
理
事
業
や
市
街
地

再
開
発
事
業
等
の
市
街
地
の
面
的
整
備
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
公
共
･
公
益
施
設
を
集
中
的
に
整
備
し

た
、
地
域
の
防
災
拠
点
と
な
る
防
災
安
全
街
区
を
整

備
す
る
。
ま
た
、
安
心
ま
ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
防
災
に
資
す
る
道
路
等
の
各

種
事
業
を
総
合
的
か
つ
集
中
的
に
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
区
全
体
の
防
災
性
の
向
上
を
図
る

(図

6
)
0
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凡 例

き
"

崩災安全街区 練蟻
河川棘堆頼

償増･迪搗 』啄
蹄
も麒纖臨

鴨

弍
物資の配送
ボランティア等の受入 * 蹴趙

圏 園公区街

④

災
害
に
強
い
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
収
容
施
設
の
整
備

今
回
の
震
災
で
は
、
電
気
、

電
話
、
ガ
ス
、
水
道
等
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
電
柱
の
倒
壊
、

埋
設
管
路
の
破
損
等
に
よ
り

各
所
で
寸
断
さ
れ
、
ま
た
復

旧
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
に

よ
り
、
救
援
活
動
や
地
域
住

民
の
生
活
に
多
大
な
影
響
を

与
え
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
弱

さ
と
そ
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
。
一
方
、既

設
の
共
同
溝
、
キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
共

同
収
容
施
設
に
お
い
て
は
特
段
の
被
害
は
な
か
っ
た
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
安
全
性
、
信
頼
性
の
向
上
を
図

り
、
災
害
時
に
お
い
て
も
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
確
保
す

る
た
め
、
共
同
溝
、
電
線
共
同
溝

(ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

共
同
収
容
施
設
)
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
計
画
に
基

づ
き
、
東
京
、
神
戸
、
福
岡
等
の
主
要
都
市
に
お
い

て
重
点
的
に
整
備
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
新
た
な
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
収
容
施
設

(ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
ボ

ッ
ク

ス
)
の
試
験
施
工
を
実
施
す
る

(図
7
)。
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③

安
全
で
安
心
で
き
る
道
路
構
造
物
等
の
整
備
推
進

①

総
合
的
な
防
災
点
検
の
実
施

災
害
に
強
い
道
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
沿
道

区
域
を
含
め
た
地
震
、
豪
雨
、
豪
雪
等
に
対
す
る
総

合
的
な
防
災
点
検
を
全
国
に
お
い
て
実
施
す
る
。

②

震
災
対
策
緊
急
橋
梁
補
強
事
業
の
推
進

き
＼

‘

　
　
　
　
　

図 8 耐震対策緊急橋梁補強のイメージ図

今
回
の
震
災
で
は
、
設
計
を
上
回
る
大
き
な
水
平

方
向
地
震
力
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
道
路
橋
は
大

き
な
被
害
を
受
け
た
。
今
後
は
今
回
の
よ
う
な
地
震

に
対
し
て
も
落
橋
等
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
一

層
の
耐
震
性
の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
高
速
自
動
車
国
道
、
首
都
高
速
道
路
、

阪
神
高
速
道
路
、
一
般
国
道
等
の
緊
急
度
の
高
い
橋

梁
に
つ
い
て
橋
脚
及
び
落
橋
防
止
装
置
等
の
所
要
の

補
強
対
策
を
推
進
し
、
平
成
九
年
度
ま
で
に
概
成
す

る
･0ま

た
、
今
回
の
被
災
を
踏
ま
え
た
道
路
橋
に
関
す

る
耐
震
基
準
の
改
訂
を
平
成
八
年
度
内
を
目
途
に
実

施
す
る

(図
8
)。

③

防
災
関
連
技
術
の
開
発
･
研
究

今
回
の
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
安
全
で
安
心
で

き
る
国
土
づ
く
り
の
基
礎
と
な
る
道
路
構
造
物
の
耐

震
性
向
上
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
の
技
術
開
発

及
び
、
防
災
性
向
上
、
道
路
管
理
の
高
度
化
に
資
す

る
た
め
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
豪
雨
、
豪
雪
等
の
災
害
対
策
に
対
し
て
も
、

防
災
性
向
上
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
対
応
し
、
一
層

推
進
す
る
た
め
の
技
術
開
発
を
推
進
す
る
。

“

安
心
で
き
る
道
路
情
報
･
管
理
シ
ス
テ
ム
の
整
備
推

進
①

道
路
災
害
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
整
備

推
進

今
回
の
震
災
に
お
い
て
は
、
道
路
の
被
災
状
況
等

の
各
種
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
に
時
間
を
要
し
、
救

ネ

援
活
動
や
応
急
復
旧
活
動
等
に
支
障
と
な
っ
た
。
被

悶

害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
は
、
災
害
発
生
時
の
速

セ

や
か
な
初
動
期
体
制
の
確
立
や
応
急
復
旧
体
制
の
策

断

定
等
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
地
震
等
の
災
害
直
後
に
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
現
地
よ
り
災
害
情
報
を
収
集
、
関
係
部
署
に
即

驫
図 9 道路災害情報ネットワークシステムのイメージ図
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理
に讓報地

)

情
を
現
所
表

被

に
箇所を地図上にリアルタイム

被害予測地震情報により
被災地域や被災親嬢等を予測)

7
　
　

ネ刀勤期体制の設置(被害予期
情報から初助期体制設置等
を直ちに判断)

G lsの活用

防災 データ:

三
孝　　
　
　　
　

　

　

　

　　

　

　
　

　

面
理

情
ノ
r
iI
I蹄
-l瀬
戸

　
　

　

　　
　
　
　
　
　

市
路

震

鑿
一
息
一
災

都
適

地

選
デ
緊
デ
被
『

り欄成される地図デー

各種データとのリンク(詳細
な道路施設等のデータベース
情報は複合表示)

緊急輪送ルートの選定(被災箇所、防災拠点位讃情
報から緊急鞘送ルートの選定等を判断)

図10 地理情報システム(G ls )の道路管理(災害時)における活用イメージ図

座
に
伝
達
、
そ
れ
ら
各
種
情
報
を
処
理
、
一
元
的
に

管
理
す
る
と
と
も
に
、
道
路
利
用
者
等
に
も
情
報
提

供
を
行
う
た
め
、
地
震
計
や
建
設
省
マ
イ
ク
ロ
回
線

な
ど
の
道
路
災
害
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の

整
備
を
推
進
す
る

(図
9
)。

②

道
路
管
理
体
制
の
充
実

道
路
管
理
、
特
に
情
報
管
理
が
極
め
て
重
要
に
な

る
災
害
時
の
即
応
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
地
理

情
報
シ
ス
テ
ム
(G
I
S
)
の
開
発

･
整
備
を
行
い
、

そ
の
活
用
を
図
る
。
G
I
S
は
、
自
然
条
件
、
社
会

条
件
等
の
様
々
な
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
統
計
、
処
理

し
、
地
図
に
表
示
し
た
り
、
集
計
を
行
う
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
災
害
発
生
な
ど
の
対
象
地
区

等
を
映
像
で
判
定
で
き
、
ま
た
各
種
情
報
も
併
せ
て

表
示
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
の
で
、
効
率
的
、
合

理
的
な
意
志
決
定
を
行
え
る
な
ど
の
効
果
を
発
揮
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

(図
中
)
。

四

お
わ
り
に

今
回
の
阪
神
･
淡
路
大
震
災
は
我
々
に
未
曽
有
の
被
災

を
も
た
ら
し
た
と
同
時
に
、
多
く
の
教
訓
を
残
し
た
。
災

害
に
強
い
国
民
が
安
全
に
安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
を

実
況
す
る
た
め
に
も
、
今
回
の
教
訓
を
十
分
に
認
識
し
、

道
路
防
災
対
策
を
推
進
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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轢
好
意
沿
道
環
境
づ
く
り
の
起
ゆ
の
総
合
的
施
策
の
雑
進

建
設
省
道
路
局
道
路
環
境
課

施
策
の
内
容

良
好
な
道
路
環
境
の
保
全
･
創
生
の
た
め
に
は
、
都
市

や
地
域
全
体
の
整
備
と
一
体
と
な
っ
て
沿
道
整
備
に
関
す

る
施
策
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
技
術
の
開
発

導
入
や
関
係
機
関
、
地
元
公
共
団
体
と
と
も
に
発
生
源
対

策
、
交
通
規
制
等
も
含
め
た
総
合
的
な
環
境
政
策
を
展
開

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
道
路
交
通
騒
音
が
著
し
い
幹
線
道
路
の
中

で
、
四
車
線
以
上
の
一
般
国
道
及
び
都
道
府
県
道
等
で
要

請
限
度
を
超
過
し
て
い
る
区
間

(
一
、
七
〇
〇
如
)
の
う

ち
特
に
環
境
保
全
が
必
要
な
区
間
を
五
年
間
で
緊
急
に
整

備
す
る
た
め
、
道
路
交
通
騒
音
に
関
す
る
各
種
施
策
を
実

施
す
る
こ
と
と
す
る
。

①

環
境
セ
ン
サ
ス
の
実
施

四
車
線
以
上
で
要
請
限
度
を
超
過
し
て
い
る
区
間

等
に
騒
音
の
常
時
観
測
局
を
設
置
す
る
な
ど
幹
線
道

路
の
沿
道
環
境
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
環
境
セ

ン
サ
ス
を
実
施
す
る
。

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
沿
道
環
境
の
整
備
の
計
画

を
策
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
環
境
施
策
を
推
進
す
る
。

②

総
合
的
な
環
境
政
策
の
展
開

｢沿
道
環
境
の
総
合
整
備
に
関
す
る
検
討
委
員
会
｣

(建
設
省
内
に
設
置
)、関
係
省
庁
連
絡
会
議

(建
設

省
、
環
境
庁
、
警
察
庁
、
通
産
省
、
運
輸
省
)
に
お

け
る
検
討
を
踏
ま
え
、
関
係
機
関
、
地
元
公
共
団
体

と
協
力
し
、
都
市
や
地
域
全
体
の
整
備
と
一
体
と
な
っ

た
沿
道
整
備
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
交
通
規
制
、
発
生
源
対
策
等
を

含
め
た
総
合
的
な
環
境
政
策
を
展
開
す
る
。

③

沿
道
環
境
創
造
事
業
等
の
創
設

イ

地
元
の
意
向
を
尊
重
し
つ
つ
、
段
階
的
に
よ
り

よ
い
沿
道
環
境
を
創
造
す
る
た
め
、
沿
道
環
境
創

造
事
業
を
創
設
す
る
。

･
沿
道
用
地
の
買
収
、
こ
れ
と
併
せ
て
行
う
土
地

区
画
整
理
事
業
等
に
よ
り
、
環
境
施
策
帯
、
遮

音
壁
等
を
連
続
的
に
設
置

･
沿
道
利
用
を
促
進
す
る
区
間
に
つ
い
て
は
、
背

後
地
の
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
緩
衡
建
築

物
の
建
築
を
促
進
す
る
措
置
を
実
施

･
こ
の
際
住
宅
の
移
転
を
必
要
と
す
る
者
に
対
す

る
支
援
を
実
施

口

こ
の
事
業
を
促
進
し
、
沿
道
に
ふ
さ
わ
し
い
土

地
利
用
の
実
現
等
を
図
る
と
と
も
に
、
交
通
流
対



策
の
推
進
等
の
た
め
に
、
総
合
的
な
沿
道
環
境
施

策
を
内
容
と
す
る
法
制
度
の
充
実
を
図
る
。

④

環
境
道
路
の
整
備

市
街
地
に
お
い
て
、
建
築
敷
地
の
公
開
空
地
を
歩

道
と
一
体
的
な
形
状
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
に

よ
り
、
広
幅
員
の
歩
道
状
空
地
等
が
確
保
さ
れ
た

｢環
境
道
路
｣
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
遮

音
効
果
の
高
い
優
良
な
建
築
物
を
沿
道
に
誘
導
し
、

良
好
な
沿
道
環
境
と
街
並
み
の
整
備
を
図
る
。

⑤

良
好
な
沿
道
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
利
用
者
の
協

力
を
促
進
す
る
施
策
の
推
進

大
規
模
な
物
流
の
発
生
源
と
な
る
事
業
所
等
が
、

低
公
害
車
へ
の
切
替
の
推
進
、
環
境
に
配
慮
し
た
連

行
の
推
進
、
環
境
の
厳
し
い
地
域
か
ら
の
移
転
等
を

行
う
際
の
助
成
措
置
の
検
討
を
行
う
。

⑥

大
型
車
の
適
切
な
運
行
の
支
援

道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム

(V
I
C
S
)
な

ど
を
活
用
し
て
道
路
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

大
型
車
の
適
切
な
連
行
を
支
援
す
る
。

⑦

環
境
技
術
開
発
三
箇
年
計
画
の
策
定

よ
り
よ
い
道
路
環
境
を
創
造
す
る
技
術
開
発
を
促

進
す
る
た
め
、
環
境
技
術
開
発
三
箇
年
計
画
を
策
定

し
、
環
境
保
全
技
術
の
高
性
能
化
、
低
コ
ス
ト
化
を

一
層
推
進
す
る
。

施
策
の
イ
メ
ー
ジ

交
通
流
対
策
の
推
進

バ
イ
パ
ス
道
路
の
整
備

道
路
の
整
備
･
改
築

環
境
施
設
帯
等

緩
衝
建
築
物
の
建
築
促
進

市
街
地
開
発
事
業
等
の
実
施

土
地
区
画
整
理
事
業
等
の

沿
道
整
備
計
画
の
改
善

沿道整備計画の活用等により、 緩衝建築物の建築を促進するとと ぶこ、
環境施設帯の整備等を推進
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秦
週
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
(T
D
M
)に
よ
る

道
路
の
有
効
活
用

建
設
省
道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室

一
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
(T
D
M
)と
は

交
通
渋
滞
は
、
時
間
の
ロ
ス
を
は
じ
め
、
事
故
の
増
大
、

騒
音
、
大
気
汚
染
の
発
生
を
引
き
起
こ
し
て
お
り
、
概
算

で
は
あ
る
が
、
一
年
間
の
時
間
の
ロ
ス
は
ざ
っ
と
見
積
も
っ

て
約
一
二
兆
円
に
達
す
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
国
民
一

人
当
た
り
で
は
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
約
一
〇
万
円
の
ロ

ス
を
被

っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

道
路
交
通
渋
滞
を
抜
本
的
に
解
消
す
る
に
は
、
バ
イ
パ

ス
や
環
状
道
路
の
整
備
、
交
差
点
や
踏
切
の
立
体
化
と
い
っ

た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
が
、
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
は
長
期
に
わ
た
る
時
間
が
必
要

で
あ
り
、
需
要
に
見
合
う
施
設
整
備
を
早
急
に
行
う
の
は

困
難
で
あ
り
、
早
急
に
実
行
可
能
な
施
策
の
実
施
が
望
ま

れ
て
い
る
。

特
に
大
都
市
圏
に
お
い
て
は
、
用
地
の
高
騰
、
買
収
の

困
難
性
、
道
路
空
間
の
制
約
等
か
ら
全
く
フ
リ
ー
な
需
要

を
満
た
す
だ
け
の
道
路
整
備
を
行
う
の
は
極
め
て
難
し
い

状
況
と
な
っ
て
お
り
、
緊
急
的
な
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
対
策
の

展
開
に
も
か
か
わ
ら
ず
目
に
見
え
る
混
雑
緩
和
に
つ
な
が

ら
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
必

要
な
道
路
の
整
備
と
あ
わ
せ
て
、
道
路
の
機
能
を
最
大
限

に
活
か
し
な
が
ら
何
ら
か
の
需
要
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

手
段
の
導
入
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
地
方
都
市
に
お
い
て
も
、
自
動
車
利
用
率
の
高

ま
り
に
伴
っ
て
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
渋
滞
は
激
し
さ
を
増
し

て
い
る
状
況
に
あ
る
。
特
に
、
高
齢
化
や
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー

の
増
加
に
よ
っ
て
、
自
動
車
保
有
台
数
、
自
動
車
走
行
台

キ
口
、
免
許
保
有
者
数
は
景
気
等
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
な

く
増
加
を
続
け
て
お
り

(図
1
)、自
動
車
の
利
用
の
仕
方

　　
　
　m

m

00

数
撒
粒

台

有

台

有

保

行

保

許

走

車

免

車

P

動

転

勤

N

自

運

自

G

一
三

…

60

走行台キロには軽自動車を含まない。 運輸省 ｢陸運統計要覧｣ による。
運転免許保有者数は、 警察庁調べによる。
自動車保有台数は、 運輸省 ｢陸運統計要覧｣ による。
G N P は実質 (60年価格)。経済企画庁 ｢国民経済計算年報｣ による。
1 自動車保有台数、運転免許保有者数、自動車走行台キロ
及び G N P の推移

1
2
3
4
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を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
べ
き
か
は
大
き
な
社
会
的
課
題

策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
全
国
三
七
都
市
で
策
定
し
、

渋
滞
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
)、新
た
に
ソ
フ
ト
な
施
策
と
し
て

で
あ
る
。

緊
急
的
な
渋
滞
対
策
を
計
画
的
に
展
開
す
る
こ
と
と
し
、

交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
む
こ
と
を
位
置
付
け

建
設
省
と
し
て
も
、
昭
和
六
三
年
度
に
初
め
て
渋
滞
対

平
成
五
年
度
に
は
、
こ
れ
ら
の
計
画
を
全
国
で
策
定
し
(新

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は

弓
窓
口
g
o呉
巴
8
口

□
①日
g
a
g
餌口
諸
①日
目
[
の
略
称
で
T
D
M
と
呼
ば
れ
、

道
路
利
用
者
に
よ
る
①
時
間
の
変
更
、
②
経
路
の
変
更
、

③
手
段
の
変
更
、
④
自
動
車
の
効
率
的
利
用
、
⑤
交
通
発

生
源
の
調
整
等
に
よ
っ
て
交
通
混
雑
を
緩
和
し
よ
う
と
す

(指定容積率の見直し等)

更

□
①日
g
a
g
餌口
諸
①日
目
[
の
略
称
で
T
D
M
と
呼
ば
れ
、

変

)

拗
ク
鸚

道
路
利
用
者
に
よ
る
①
時
間
の
変
更
･
②
経
路
の
変
更
･

パ
広

備

‘

纈駒瀕

幾

(③
手
段
の
変
更
、
④
自
動
車
の
効
率
的
利
用
･
(◎
交
通
発

纈
纖
鰊
崗

掬
購

壤

生
源
の
調
整
等
に
よ
o
‘
交
通
混
雑
“
緩
和
“
よ
う
‘
す

　　　
　

え
ド
通
目

換
ィ
交

･

る
施
策
の
体
系

(図
2
)
の
こ
と
を
言
い
、
海
外
で
は
早

リ
ラ
共
道

乗
&
公
歩

く
か
ら
注
目
さ
れ
て
お
り
、
数
多
く
の
実
績
も
上
げ
て
い

転
ン

一

ゞ

慮
浄
“

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

者
先

ッ

跨

蜥
贓
杉

二

交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(T
D
M
)
の

･道路交通情報の提供

　

　

　

警
紗

務
議
積

　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　

　

　　　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　

　

に
テ
ば

.黛
饑雙瀞
薪
鍋
杁
朴
廉
鰍
秀
織
嶽

鮫

　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

用

-策

利
務
政

　
　
湖範

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(T
D
M
)
施
策
に
つ
い
て

は
、
欧
米
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
韓
国
等
の
諸
外
国
で
は
早

く
か
ら
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
な
実
施
例

も
多
い
が
、
我
が
国
で
は
、
工
場
等
と
駅
閘
の
従
業
員
の

織

施

も

い
が

、
が
玉
で
は

甥

だ

憶

従

鱗

湘

送
り
迎
え
を
す
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
や
-
部
の
都
市
で
時
差

め
鰄
奨

T

出
勤
等
の
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。

難

類
殿

も
っ
と
も
、
我
が
国
で
は
鉄
道
、
バ
ス
等
の
公
共
交
通

汐
汐
か

の

整

機
関
が
比
較
的
整
備
さ
れ
て
お
り
、
移
動
手
段
と
し
て
"

レ
ラ

一

間

ら

フ
ト
ノ

時

･目的から整理した T D M 施策

自動車の効率的利用

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　　
　

　
　
　　
　
　　
　

　

謝

襲嬉淨鰤

,
,
,

醐

特
に
大
都
市
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
が
公
共
交
通
機
関
利

擶

跡
獺迩摩搬

圀

用
と
な
っ
て
い
る
o

絮

図

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
特
に
地
方
の
中
心
都
市
を
は



じ
め
と
し
て
公
共
交
通
機
関
の
利
用
率
が
低
下
し
て
お
り
、

こ
れ
に
伴
う
自
動
車
利
用
者
の
増
加
に
よ
っ
て
渋
滞
が
一

層
激
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

建
設
省
で
は
、
平
成
五
年
度
に
公
安
委
員
会
と
共
同
で

策
定
し
た
新
渋
滞
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
バ
イ
パ
ス
、

環
状
道
路
の
整
備
、
交
差
点
の
立
体
化
と
い
っ
た
交
通
容

量
の
増
加
策
だ
け
で
は
な
く
、
道
路
の
利
用
の
仕
方
に
工

夫
を
求
め
る
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(T
D
M
)
施
策

トイン
バス鉄道案用車

論 ら′、

戦
ゞ

も
め!
※
"泳

昶
｣ミ

.※
黙
,ミ
ミ
州
態

拶

ず

ミ“
事
)

犠一動
き

痴
ノ20% 40%o 60% 80% I00%

に
取
り
組
む
こ
と
を
位
置
付
け
て
お
り
、
そ
の
後
、
平
成

六
年
度
に
は
、
総
合
渋
滞
対
策
支
援
モ
デ
ル
事
業
と
し
て

T
D
M
に
積
極
的
に
取
り
組
む
都
市
を
全
国
で
一
〇
都
市

(札
幌
市
、
豊
田
市
、
金
沢
市
等
)
指
定
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
指
定
は
、
警
察
、
運
輸
、
建
設
の
三
省
庁
が
合
同

で
指
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
三
省
庁
に
お
い
て
渋
滞

の
解
消
緩
和
に
向
け
て
諸
調
整
を
行
う
渋
滞
対
策
協
議
会

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
各
都
道
府
県
に
お
い
て
も
、
公

日本 動車工業会、 ｢自動車産業関連統計｣ (各年版)
ツは1990年以前は旧西ドイツの値。

旅客輸送の機関分担の国際比較 (人キロ)

%

イ
.

　

　
　覇

%

は

　　　　　
　
　　
　
　

　　
　　

　

,

本
は

　
　
　

　
　　

　
　
　

2

料
ド
資
)

3

解
く
注

図

安
委
員
会
、
道
路
管
理
者
、
運
輸
行
政
担
当
者
で
組
織
す

る
渋
滞
対
策
協
議
会
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
モ
デ
ル
一
〇
都
市
に
お
い
て
は
、
具
体
的
な
T
D

M
プ
ラ
ン
の
策
定
に
要
す
る
費
用
を
助
成
し
た
り
、
T
D

M
の
実
験
、
試
行
を
行
う
際
の
費
用
を
助
成
し
て
お
り
、

ま
た
、
T
D
M
施
策
に
必
要
な
施
設
整
備
に
つ
い
て
重
点

的
な
補
助
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

T
D
M
施
策
の
実
験
、
試
行
に
つ
い
て
は
、
平
成
七
年

よ
り
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
公
共
輸
送
機
関
へ
の
転
換
実

験
、
時
差
出
勤
の
試
行
、
企
業
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
試
験
的

導
入
等
を
す
で
に
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

(実
例

と
し
て
図
4
)。
こ
れ
ら
の
試
行
を
通
し
て
市
民
に
自
動
車

の
利
用
の
仕
方
を
少
し
工
夫
す
れ
ば
、
渋
滞
を
緩
和
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
醸
成
さ
せ
る
こ
と
が

期
待
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
今
後
、
モ
デ
ル
都
市
に

限
ら
ず
全
国
的
に
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

三

平
成
八
年
度
に
お
け
る
新
庄
な
取
り
組
み

平
成
八
年
度
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
試
行
実
験
を
踏

ま
え
、
本
格
的
か
つ
恒
常
的
な
取
り
組
み
と
し
て
T
D
M

を
定
着
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

T
D
M
を
定
着
さ
せ
る
に
は
、
自
動
車
利
用
者
が
公
共

輸
送
機
関
を
利
用
し
た
り
、
時
差
出
勤
を
す
る
際
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ヴ
を
与
え
た
り
、
T
D
M
施
策
に
つ
い
て
、
常

に
啓
発
活
動
や
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
活
動
を
展
開
す
る
専
門

機
関
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
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経路の変更/交通手段の変更

津市内では、 6箇所の渋滞ポイ.ントカ塒旨摘されています。
特に渋滞が潮てしい、国道23号の｢雲田交差点｣ ｢白塚口交差

点｣ を夕･強豪に、マイカー通勤をしている県庁や三重大など

376人に参加してもらい、通勤手段の変更 (バス利用)ある

いは自動車の利用経路の変更 (渋滞綾差点回避) の実験を

行いました。

　
嫁

JR紀勢本線

　
　 三重陸運支局

至伊勢

交
通
量
(台
)

◎白塚口交差点の交通量時間変動図の比較

……-“…平成6年4月2乍曰く翼塩前)
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◎平均旅行時間の比較(3日間)
(分)
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ルート 平常時 実験時 時間差 増舷比

の北方町→県庁(8,Skm) 34 24 ‐10 ‐29%

(の大福町｢県庁(5.6km) 24 l9 ‐5 ー2l%

⑧各務原→県庁(l2.okm) 34 3l ‐3 - 9%

@大 垣->県庁(lO.okm) 26 26 0 0%

◎薗部本郷交差点の渋滞長の変化
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◎白塚口交差点の通過時間変動図の比較

…㈹蝕覊“-平成5年4月21日(実施前)
--……平成7年2月22日(実施中)
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図 4 国内におけ T D M 施策の試行例

時間の変更[時差出勤]

　　　　　　

岐阜市は、長良川によって交通が分断きれ 特に県庁周

辺の河渡橋、鏡島大橋、穂積大橋では朝夕のラッシュ特に

約数m以上の渋滞が発生しています。このため、官公庁の

職員3,340人のうち1,300人の参加により、出勤時刻を通常

より遅らせる時差出勤を、 3日間行いました。

◎観測ルート

40 道行セ 95.9


